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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、環

境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求め

られるところです。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、盛岡南新都市土地区画整理事業に関連して平成16年度に発掘調査された本宮熊堂B遺

跡第27次調査の調査成果をまとめたものです。調査の結果、雫石川右岸の河岸段丘縁辺部に立地する

奈良～平安時代の集落跡であることが明らかになりました。住居跡からは、煮炊きや盛付け、貯蔵な

どに使用した土器をはじめとし、鉄製の鋤先などの農具も出上しており、この地域の集落構造を考え

る上で貴重な資料を提供することができました。

本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました盛岡

市都市整備部盛岡南整備課、盛岡市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く感謝の意を表し

ます。

平成18年 3月

財団法人岩手県文化振興事業国

理事長 合 田  武



例   言

1 本報告は、岩手県盛岡市本宮字熊堂38-5ほかに所在する本宮熊堂B遺跡第27次発掘調査の結果
を収録 したものである。

2 本遺跡の発掘調査は、盛岡南新都市土地区画整理事業に伴う緊急発掘調査である。調査は、岩手
県教育委員会生涯学習文化課の調整を経て、盛岡市から委託を受けた (財 )岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センターが実施した。

3 岩手県遺跡登録台帳番号と調査時の遺跡各次略号は、以下のとおりである。
遺跡登録台帳番号…… L E16-2118

遺跡略号………………OKO― o4-27
4 野外の調査期間 。調査面積と調査担当者は、以下のとおりである。

調査期間  平成16年 8月 6日 ～ 9月 14日
調査面積  3,661m2

担 当 者  小松則也・福島正和
5 調査の室内整理期間と整理担当者は、以下のとおりである。
整理期間  平成16年 H月 1日 ～平成17年 3月 31日
担 当 者  小松則也

6 座標原点の測量は、次の機関に委託 した。
座標原′点の測量……伽吉田測量設計

なお、第27次調査の基準点設定については第25次調査の「補 2X=-35290.000、 Y=25600.000、

H=124.937m」 を基点とし、各基準杭、補助抗を打設した。

7 本報告書の作成にあたり、盛岡市教育委員会からご指導とご協力をいただいた。
8 野外調査にあたっては、盛岡市、紫波町、雫石町、滝沢村の方々に多大なるご協力をいただいた。
9 調査成果の一部は、これまでに『現地公開資料』や概報を発表しているが、本報告書の内容が優
先するものである。

10 上層観察の上色は、『新版標準土色帳』 (小山正忠・竹原秀雄 :1992)に よる。
11 本報告書で使用した地形図は、国土地理院発行のものであり、図中に図幅と縮尺を記している。
12 本遺跡から出上の遺物および調査に関わる資料は岩手県立坦蔵文化財センターにおいて保管・管

理している。
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I 調査に至る経過

第 1図 岩手県図・遺跡位置
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I 調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画 (いわゆる盛南開発)は、盛岡市が21世紀に向けて、経済・文化などに対す

る各機能を兼ね備えた北東北の拠点都市として発展していくことを目指し、現在の既成市街地の他に

南部地域を新市街地として開発し、両者が有機的に結びついた軸状都市を形成するために策定された

土地区画整理事業である。

この事業は、平成 2年 9月 に岩手県、盛岡市、旧都南村の三者が地域振製整備公団に対 して事業要

請を行い、これを受けて公団が実施計画を作成した。平成 3年 12月 に建設大臣と国土庁長官から事業

の実施許可が下 り、平成 3年度から平成17年度までの15年間を事業予定期間とし、面積約313haを対

象とした土地区画整理事業が実施されることとなった。

この間、事業の対象地域に関わる埋蔵文化財の取 り扱いについても協議が重ねられた。その結果、

本件に関しては盛岡市教育委員会が試掘調査を行い、調査を必要とする範囲を確定し、 (財 )岩手県文

化振興事業国の受託事業とすることとなった。当遺跡第27次調査については、岩手県教育委員会が盛

岡市と協議の結果、平成16年度の事業として確定した。 (盛岡市都市整備部盛岡南整備課 )

Il

l遺 跡 の 位 置 (第 1図 )

遺跡の立地と環境

本宮熊堂B遺跡は、岩手県盛岡市本宮字熊堂38-5ほ かに所在する。国土地理院発行の 5万分の 1

の地形図「盛岡」 (NJ-54-13-14)の 図幅に含まれ、北緯39度41分06秒、東経141度 07分38秒付近に

位置する。調査区はJR東 日本盛岡駅の南西 1,7km付近で、雫石川によって形成された自然堤防上に立

地している。標高は124m前後で宅地として利用されてきたが、近年は道路及び更地になっていた。

2地 理 的 環 境

盛岡市は東西に迫る山々に挟まれた盆地を中心に広がる、緑と水の街である。市街地からは北西に

コニーデ火山特有の裾野を東側に広げる岩手山 (標高2,038.2m)、 北東側に姫神山 (1,124.5m)、 南東

側に霊峰早池峰山 (標高1,917m)を 望むことができる。また、白鳥が飛来する北上川とその支流中

津川・梁川・雫石川が合流し、力強く南下を始める地点でもある。

北上川は東北地方最大の 1級河川で、主流部の延長294km、 流域面積 10,250kH12藍支流数216を 有し、

西側に連なる奥羽脊梁山脈と東側に広がる北上山地の間の低地帯を涵養し、宮城県石巻湾に注いでい

る。古代より人と物の流れは北上川により司られ、時には荒れ狂う自然の恐ろしさを人間に知らしめ、

またある時にはその豊かな恵みを人々に分け与えてきた大河である。流域は、盛岡市北部の四十四田

峡谷と一関市弧禅寺峡谷を境にして上 。中・下流に分けられており、盛岡市は中流域上部にあたる。

中流域の地形は、背後に控える山地構造の違いにより対照的な様相を呈している。新第三系及び火山

岩類を主体とする招曲山地である奥羽山脈は、各支流に多量の上砂を供給し、西岸に大小の扇状地が

複合する広い平野部を作 り出している。これらの扇状地は更新世中 。後期に形成されたもので、支流

によって解析され段丘化している。これに対 して老年期山地がその後の地殻変動によって隆起準平原

化した北上山地側では、山地に続 く丘陵縁片部に小規模な段丘と沖積地が観察されるにすぎない。北

-2-



Ⅱ 遺跡の立地と環境

上川流域の第四系及び地形の研究は中川久夫他の業績が大きく、中流域の段丘を上部から西根段丘、

村崎野段丘、金ヶ崎段丘に分類した。中流域北部ではこれらに相当するものとして石鳥谷段丘、二枚

橋段丘、都南段丘が設定されている。

本遺跡の所在する北上川中流域北部右岸では、大規模な平野と奥羽脊梁山脈から供給される多量の

堆積物による扇状地が形成されており、雫石川以南北上川以西には雫石川の下刻・堆積作用により高

位から順に「砂礫段丘I」 「砂礫段丘Ⅱ」「砂礫段丘Ⅲ」の沖積段丘面が形成されている。低位の「砂

礫投丘Ⅲ」面には雫石川の河道変遷に伴う4期にわたる旧河道が確認されている。文献資料によれば、

志波城は雫石川の水害が原因で廃絶したとされており、発掘の結果からも志波城北辺部分は雫石川の

旧河道によりきられて消失していることが確認されている。さらに小河川の河道痕跡が網目状に入り

組んでおり、小規模な自然堤防状の微高地を形成する。本遺跡を含めた古代遺跡の多くは「砂礫段丘

Ⅲ」面の微高地や扇状地の縁辺部に位置している (註 1)。

o             l:100,000        5km

霊

鰯 匡≡Ξ∃脇 嘲匡垂霊劃扁規懇著≧I)□ 温原如瀧

肛団ШI丘陵 □ 悲瞥猛 鰯 泥流地形山地

扇状地

第 2図 地形分類図
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2 地理的環境

1:50,000 盛岡・ 日詰
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第 3図 周辺の遺跡図



第 1表 周辺の遺跡一覧
遺  跡  名 種別 時 代 ′ 備 考 遣 跡 名 種 別 時 代   備 考

l 細 田 散布地 平安
′
土師器 高館 集落跡 縄文

′
縄文土器 (中 )石 器

松 ノ木 集落地 平安 土師器 大柳 I 散布地 古代 /土師器 須恵器
ハ ツロ 散布地 古代ン土師器

′
住居跡 大柳 Ⅱ 散布地 古代 ?′ 土師器

4 人掛 集落跡 古代
イ
土師器

/住
居跡 土坑 館野前 散布地 縄文 縄文土器 (後 )

太田蝦夷森古墳 古  墳 余良 ′́土師器 刀・玉 和同開弥 飯岡山館 城館跡 中世

館 集落跡 平安 /土師器/イ住居跡
´
城館跡′堀 飯岡赤坂 散布地 古代

7 上野屋敷 散布地 古代
´
土師器 いたこ塚 祭祀跡 近 世

畑 中 集落跡 古代 土́師器 赤坂 ] 散布地 平安 ? 土師器
9 小沼 集落跡 平安/土師器 緑粕陶器 イ住居跡 羽場館 城館跡 中世 空堀

10 一本本 集落跡 平安
´
土師器 ■住居跡 羽場百目木 散布地 縄文ァイ糸電文土器 (中 )

11 五兵衛新田 集落跡 古代 /′ 土師器 砂子塚 散布地 古代 /小塚
12 天沼 集落跡 古代 /′土師器 アイノ野 散布地 縄文

/縄
文土器 (晩 )

13 竹鼻 集落跡 古代/′土師器 因幡 散布地 縄文 古代′ン縄文土器 土師器
志波城 城柵跡 平安/土師器/掘立柱建物跡ィン

′
F司跡 木 節 集落跡 平安

15 田月 集落跡 古代 ′
/土
師器イ住居跡 福千代 集落跡 余良

竹花前 集落跡 古代/土師器・線粕陶器ァ/住居跡 二 又 散布地 古代′/土師器・須恵器
17 新堀端 城柵 T4N 縄文・古代

/縄
文土器 (晩 )土師器 内オ」 集落跡 平安 /土師券・常滑

石仏 集落跡 古代 /土師器 中屋敷 散布地 古代
/土
師券

田中 散布地・ 平安 /′土師器 81 藤島 I 集落跡 縄文 古代′ン縄文土器 土師器
林崎 集落跡 平安 /土師器′́掘立柱建物跡 深淵 I 集落跡 平安/住居跡
小幅 集落跡 平安 /土師器 /住居跡イ堀 高屋敷 散布地 古代 /住居跡

大宮 集落跡 古代・中世/土師器/住居跡 法領権現塚 祭祀跡 時代不明

大官北 散布地 平安/土師器ン′住居跡 /土坑/溝跡 飯 岡林 崎 Ⅱ 集落跡 古代/土師器 須恵器 硯 イ住居跡
鬼柳A 集落跡 古代 /土師器 飯岡林崎 I 集落跡 平安 /土師器

小林 集落跡 古代
/土
師器 上新田 集落跡 平安イ土師器′住居跡

水 門 集落跡 古代 イ土師器 深淵 Ⅱ 集落跡 平安/住居跡
L越場 集落跡 古代/土師器 上新田 I 集落跡 平安 /住居跡 ア上新田と重複

宮 沢 散布地 平安
/溝
状遺構 下久根 I 散布地 縄文 古代/縄文土器・土師器

本官熊堂 A 散布地 縄文/縄文土器 (晩)/住居跡等 石持 散布地 古代//土師器 須恵器
本宮熊堂 B 集落跡 奈良～近世/土師器/住居跡//土坑 高屋敦Ⅱ 散布地 平安ァ/土師器・須恵器

鬼柳 B 集落跡 古代/土師器 酉 集落跡 平安イ土師器′/住居跡

稲荷 集落跡 古代 /土師器・須恵器/溝跡 西 田 集落跡 平安 /須恵器

鬼/11「 C 集落跡 古代/土師器 下久根Ⅱ 散布地 縄文 古代/縄文土器
野古A 集落跡 古墳末平安′/土師須恵 /住居溝跡土坑 熊堂 I 集落跡 縄文・古代/縄文土器・土師器
野古B 散布地 古代 /土師器 松 島 集落跡 古代′/土師器 須恵器
台太郎 集落跡 余良～近世 //土師器/住居跡/溝跡 熊堂□ 集落跡 平安 /土師器 須恵器./住居跡
矢盛 集落跡 平安 /土師器//住居跡/土坑′/溝跡 熊堂 I 集落跡 平安 /土師器・須恵器 /住居跡
蟹沢下 散布地 古代/土師器 田 中 集落跡 平安/土師器・須恵器・石器
ニ ッ沢 散布地 縄文 古代/土器 (中  後)/土師器 南谷地 集落跡 平安/土師器 須恵器 /フ 住居跡
小和田館 城 14跡 中世 /堀 /郭 夕覚 散布地 古代/土師器
蟹沢 散布地 縄文 古代/縄文土器・土師器 株屋 集落跡 古代/土師器・須恵器
ヘ ビ堂 散布地 縄文・古代′′́縄文土器 土師器 葛本 散布地 古代/土師器 石器
オミ坂 散布地 縄文・古代/縄文土器 土師器 新井出 I 散布地 古代/土師器 須恵器
大 ケ森 散布地 縄文 古代/縄文土器 土師器 新井出Ⅱ 散布地 古代 /土師器・須恵器
辻屋敷 集落跡 古代/土師器 新 田 集落跡 平安/上師器 須恵器
西田 A 集落跡 古代/土師器 108 間渡 I 散布地 古代 /́土師器

上越場B 集落跡 古代/土師器 下羽場 集落跡 平安//上師器・須恵器 緑釉陶器
西田 B 集落跡 古代/土師器・須恵器 下湯沢 散布地 古代/土師器・須恵器
前田 集落跡 古代/土師券 111 大 鳥 散布地 古代//土 師器 須恵器
向中野館 城柵跡 古代/土師器中世/堀 //土塁 湯壷 散布地 縄文′/縄文土器 (晩)石 器
細谷地 集落跡 平安 /́土師器/住居跡 陥穴//溝 湯重経塚 経  塚 中世//常滑
南仙北 集落跡 縄文・古代/縄文土器・土師器 後島 散布地 縄文′/縄文土器・石器

向中野幅 集落跡 古代/土師器 湯沢 散布地 縄文//縄文土器喩t 中 後)
飯岡沢田 集落跡 古墳末～中世/土師須恵′/古墳周溝環濠住居 島 墳 墓 時代不明ン

/小
塚

飯岡才川 集落跡 平安ノ
ン
土師須恵/円形周溝掘立柱建物跡住居 17 小田 I 散布地 古代/土師器

中村 散布地 平安/土師器・須恵器 間渡Ⅱ 散布地 古代/土師器 須恵器
月見山 散布地 縄文 古代//土師器 19 間渡Ⅲ 散布地 平安′/土師器 須恵器
山中 散布地 縄文 古代/縄文土器・土師器 森 子 散布地 古代/土師器
飯岡館 城柵跡 中世・縄文/縄文土器 (中 )/空掘 /1ヽ 田 ] 散布地 平安//土 師器

堤 散布地 縄文・古代 /縄文土器ン/土師器 湯沢大館 城館跡 古代～中世//土師器 須恵器
61 高館古墳群 古  墳 奈良～平安 /′土師器・蕨手刀 洛沢 散布地 古代/土師器
藤島Ⅱ 散布地 平安 ?′ /土師器 盛岡城 城館跡 中世～近世 /瓦 陶磁器 /その他

E 遺跡の立地と環境
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3 周辺の遺跡

3周 辺 の 遺 跡

盛岡市内における遺跡は、岩手県遺跡台帳平成 7年度によれば、521箇所余が登録されている。第

3図 は本宮熊堂 B遺跡周辺の主な遺跡の分布を示 したものである。これらの遺跡分布状況を見ると、

雫石川左岸と右岸では相対的な様相を示 している。左岸の台地上には、大館遺跡群をはじめとする縄

文時代の集落群が数多く分布 している。それに対 し右岸の低位段丘面上には、縄文時代の遺構は陥し

穴状遺構が散在する程度となり、僅かに本宮熊堂A遺跡から縄文時代晩期の竪穴住居跡が発見された

にすぎない。しかし、古代の遺跡は多 く、八掛遺跡などの 8世紀時代の集落跡や大田蝦夷森古墳群、

803年 に造営された古代城/11である志波城や林崎遺跡などの集落跡が数多 く分布 している。

このような遺跡の分布域の相違は立地する地形面と大きく係わるものと考えられる。遺跡周辺の沖

積面は、雫石川の度重なる氾濫や流路の変更によって、旧河道や自然堤防が入 り込む地形であり、地

図上でも水田の区割 り等から読み取ることができる。遺跡の周囲は、近年の盛岡南新都市計画整備事

業により、宅地整備や道路建設などの区画整理がめざましく進み、従来の水田や自然堤防上に立地す

る畑や集落などの田園の景観が変わりつつある。以下は平成16年発掘調査が行われた周辺遺跡の発掘

概要である(平成16年度発掘調査報告書による)。

(14)志波城跡

本遺跡の北西約 2kmに位置する大田方八丁遺跡は、昭和51・ 52年 に東北縦貫自動車道建設に伴う

調査が行われた。その後に盛岡市教育委員会による範囲確認調査を経て、所在地が不明であつた古代

城柵『志波城跡』と認定された。昭和55年度から59年度に亘る 5カ 年計画による発掘調査によって、

陸奥の国最北端の城柵跡としての独自性が明らかになり、昭和59年 に国指定史跡となった。発掘調査

は昭和55年から毎年継続して行われており、平成17年度迄に第97次調査を数えている。平成 5年度か

らは史跡保存整備事業も着手され、櫓および築地塀の復元工事が行われている

(29)本宮熊堂A遺跡

盛岡市の南西部、JR仙北町駅の西約 1.5km lこ 位置し、雫石川右岸の標高123m前後の河岸段丘上に立

地している。調査前は宅地跡であった。平成 16年度の調査は第24・ 26次調査を数える。26次調査の検

出遺構は竪穴住居跡 (縄文晩期後葉 )、 土坑、集石土坑、焼土跡、溝跡である。出土遺物は、縄文土

器 (甕 ・壷・台付浅鉢・浅鉢 )、 土製品 (土偶・土版・耳栓 )、 石器 (石鏃・石匙・石錐・箆状石器 )

等多種にわたる。第24・ 26次調査の旧河道から動植物遺体を検出している。

(36)台太郎遺跡

盛岡市の南西部、JR仙北町駅の南西約900mに 位置し、雫石川右岸の標高120m前後の河岸段丘上に

立地している。調査前は水田、畑地、道路と宅地であり、建物の基礎や配水管工事の影響等で遺構の

残存状態はあまりよくなかった。平成16年度の調査は第53・ 54次調査を数える。検出遺構は竪穴住居

跡 (縄文晩期 古墳末～平安時代 )、 住居状遺構、土坑、溝跡、井戸跡、柱穴状土坑である。出土遺
物は、縄文土器、土師器や須恵器などの土器 (関東系土師器1点有 )、 中～近世の陶磁器、鉄製品 (紡

錘車・鉄鏃 )、 土製品 (紡錘車・勾玉 )、 石器・石製品 (石鏃・敲磨器類・紡錘車)な どである。

(34)野古A遺跡

盛岡市の南西部、JR仙北町駅の南約 1.5km、 雫石川右岸の標高124m前後の河岸段丘上に位置する。

調査前は主に宅地や畑地として利用されていた。平成16年度は第23・ 24次調査が行われた。検出遺構

は、竪穴住居跡 (奈良時代・平安時代 )、 溝跡及び土坑を検出した。出土遺物は、土師器や須恵器な
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どの上器のほか、鉄製品 (鋤鉄・鈷先)な どがある。平安時代に属する土器の中に墨書・刻書土器も

見られた。

Ⅲ 調査の方法と室内整理

1 野外調査の方法

(1)調査区の区制設定

盛岡市教育委員会の方針に準じ平面直角座標第X系 (日本測地系)に合わせてグリッド設定を行っ

た。また、一辺50× 50mの大区画に区割を行い、北から南側にアラビア数字大 1～ 25を付し、西から

東側にアルファベットの大文字A～ Oを付している。さらに大区画を2X2mの 625小区画に細分し、
東西方向に西からアルファベットの小文字 a～ y、 南北方向に北から数字の1～ 25を与えている。調

査区の名称は大区画と小区画の組合せで、4Nlaや 4N14jと いうように呼称する。調査区内にお
ける各基準点と補助杭の成果値は、遺構配置図に示してある。

(2)粗掘 りと遺構検出

本調査に先立ち岩手県教育委員会生涯学習文化課による試掘調査が実施されており、今年度第27次

調査区も遺物の分布がある程度把握されていたことから、表土除去と粗掘りは重機を使用することと

し、その後に人力 (鋤集掛け)で遺構検出作業を行っている。

(3)遺 構 の 命 名

検出された遺構の命名については盛岡市教育委員会の方法に準じており、下記のとおりに行った。

竪穴住居跡……RA 住居状遺構……RE 土 坑・墓 壊……RD 溝 跡……RG

(4)遺構の精査 と実測

検出された竪穴住居跡・竪穴状遺構の精査は4分法、土坑・墓娠の精査は2分法で実施している。

遺跡の平面実測は従来の簡易遣り方測量で行い、溝跡は平板測量を使い平面図を作成した。各遺構の

実測図縮尺は、1/20を基本に実測したが、竪穴住居跡のカマド部は1/10、 溝跡の平面図は1/40で実測

した。遺構内から出土した遺物は必要に応じて番号を付し、写真撮影と記録後に取り上げている。

(5)写 真 撮 影

野外調査における写真撮影は、 6× 7 cm判 カメラ 1台 (モ ノクロ)と 35nlm判 カメラ2台 (モ ノク

ロ・リバーサル)を使用し、遺構検出、遺物の出土状況、断面、掘り上げ等を必要に応じて行ってい

る。他にデジタルカメラ1台をメモ的に活用した。

(6)広 報 活 動

啓家活動の一環として、平成16年 10月 30日 (土)に第25次調査と合同の現地説明会を行った。
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室内整理の方法

遺構の表現方法
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2 室内整理の方法

(1)作 業 手 順

遺物の整理作業は①水洗、②注記、③各遺物の仕分け。登録、④接合復元、⑤拓本、⑥写真撮影、

⑦実測、③トレース、⑨遺物図版作成の順に行っている。遺構の整理作業は①原図の点検・合成、②

第2原図の作成、③トレース、④遺構図版作成の順に進めた。また、これらと並行し各種の計測、分

析、原稿の執筆を行った。

(2)遺 構 図 版

各遺構図版は次の縮尺を原則とし、各図面にスケールを付している。遺構配置図は1/600、 竪穴住
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居 RA・ REは平面・断面 1/40、 カマ ドは 1/20、 土坑及び墓境 RD
は平両・断面 1/40、 溝跡RGは平面 1/40・ 断面 1/20である。

(3)遺 物 図 版

掲載遺物図版の縮尺率は、上器・陶器、拓影・石器・鉄製品1/3、

銭貨原寸とし、図版に縮ナミを掲載している。土器や石器の調整技法

等の表現方法は実波1凡例に記した。

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

1 基本層序 と遺構 配置

今次調査区はA区、B区、C区に分かれるが、遺構 。遺物はA区

に集中する。B区からは溝 1条 (R Gl10)の みを検出した。 C区

に遺構はなく遺物は土器の小破片が 2点だけの出上である。したが

って、遺構 。遺物が集中するA区の層序を基本土層として扱うこと

とした。

A区 中央部分の南北に長さは24.5mの基本土層ベル トを設定 し

た。

I層 砂利、川砂利、砂礫 (現表土 )
Ⅱ層 7.5YR3/1黒色シルト主体に7.5YR4/6褐 色鉄分混入 粘性なし
締 り極強 (旧表土)

Ⅲ層 7.5YR2/2黒褐色シルト主体に7.5YR4/6褐 色鉄分混入 粘性な
し 締 り強 (耕作土 )

Ⅳ-1層 10YR2/1黒色シル ト 極小砂粒混入 粘性なし 締 り強
(黒ボク土 )

Ⅳ-2層 10YR2/1黒色シル ト 極小砂粒混入 十和田 aテ フラ溝跡
埋土含む 粘性なし 締 り強 (黒ボク土 :検出面)

V-1層  10YR2/3黒褐色砂質シル ト 十和田 aテ フラ含む 粘性あ
り 締 り弱 (溝埋土)

V-2層  10YR3/4暗褐色粘質シル ト loYR2/3黒褐色粘質シルト混
合 粘性あり 締 り弱 (溝埋土 )

Ⅵ層 10YR3/3暗褐色粘質シル ト 粘性あり 締 り強 (漸移層)
Ⅶ層 10YR4/6褐色粘質シル ト 粘性あり 締 り中

(地山ローム層 :検出面 )

I層 は現表土でアスファルトを剥がした後の砂利である。Ⅱ層は

堅 く締 り鉄分の沈着を含む。旧表土である。Ⅲ層は黒掲色シルトの

旧耕作上である。Ⅳ層は黒色シル トに極小砂粒が混入する。いわゆ

εttY手昆彊毛舟l鬼盈忌係硯亀至急aそ『岳遭そ畳ネ少里圏上
第 8図 基本層序
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

から地山ローム層に移行する漸移層である。Ⅶ層は褐色粘質シル トの地山ローム層で第 2検出面であ

る。黒ボク土層が存在する面ではⅣ-2層 を検出面とし、黒ボク土層が存在 しない面ではⅦ層を検出

面とした。

層は北から南方向に最大でHOcmの高低差をもって下降する。Ⅳ層黒ボク上が埋土する範囲は河川

の浸食により生じた旧河道跡である。

今回の調査では 7棟の竪穴住居跡を検出した。 3棟が奈良時代の竪穴住居跡、 4棟が平安時代の竪

穴住居跡である。奈良時代の竪穴住居跡は1剛可道の縁辺付近に存在し、平安時代の竪穴住居跡はそれ

よりも北方向にやや離れ 5～ 30cm高いところに存在する。奈良時代RA084と RA087の 竪穴住居跡は比

較的残存状況がよく遺物も多く出上しているが、やや高いところに位置するそれ以外の竪穴住居跡は

大きく削平や攪乱の影響を受けていて遺構・遺物の残存は良くない。

2 出土遺物の掲載基準

出土遺物は大コンテナ (40× 30× 30cm)で土器 6箱である。そのほとんどが土師器で占められ、須

恵器または陶磁器は数点である。出土遺物を接合復元し、口縁部または底部が残存し実測可能な遺物

を基本的に掲載することとし、体部のみの遺物であっても次の基準に該当する場合は掲載することと

した。

①残存率が30%以上であること

②器種等が稀であること

③調整等が際立つこと

掲載した遺物は土師器の立体37点、破片93点、須恵器の破片 2点、陶磁器 1点、土製品 2点、石器

は 1点、鉄製品 7点、古銭 6点、計149点である。不掲載遺物量は竪穴住居跡・竪穴状遺構から

3,4298、 土坑から712g、 溝跡から2,824g、 合計6,965gで あつた。遺構外遺物量は表採や攪乱等から

2,9938であつたO不掲載遺物量は合計で9,958gであつた。以上はA区からの出上である。B区の出土遺

物はない。C区の出土遺物は土師器の小破片 1点、須恵器の小破片 1点、計 2点であったが体部の小

破片 (3～ 5 cm)で あったため不掲載とした。

3遺 構 と 遺 物

R A084竪 穴住居跡

遺 構 (第 9,10図、写真図版 6・ 7)
A区 6K3cに 位置する。床面の標高は12.42mである。責褐色ロームでの検出であり埋土はシル

トであった。プランの境目は不明瞭であったこととプランの南端部分は、旧河道の黒ボク土と接触す

るため平面全体の確認が難しく切 り合いの可能性も考えられた。よって、 トレンチを入れ埋土断面で

土層を確認する必要があつた。竪穴住居跡の断面位置が中心を大きく外れているのはそのためである。

規模は長径が東西に3.51m、 短径は南北に3.lm、 深さは最大で35cmを 測る。平面形はほぼ隅丸方形

を呈している。埋土は黒褐色シルトと灰黄褐色シルトに大別される。

カマ ドは北西の壁に設置され、カマ ドの両袖の先端部分は土器芯材によって構築している。両袖の

ほぼ中心には、支脚として用いられた甕 (10)が伏せた状態で設置してある。煙道の長さは支脚から

の1,4mで 、幅は30～ 35伽 と推定される。煙出しの径は32～ 35cm、 深さ42cmを 測る。煙道埋土からは

天丼部が崩落した焼土を確認している。燃焼部の規模は長径65cm、 短径28cm、 厚さ15cmを測る。褐色

-13-



3 遺構と遺物

や

084A― A′ とB― B′ 共通
10YR3/1黒褐色シル ト 微量砂混入 粘性なし 締り強
10YR3/2黒掲色シル ト 地山ブロック少量混入 粘性なし 締り強
10YR3/2黒 褐色シル ト 炭化物・焼土多量混入 粘性ややあり 締り中
10YR3/2黒 褐色シル ト 地山ブロック・焼土ブロック多量混入 粘性ややあり 締り中
10YR4/2灰 黄褐色シル ト 焼土ブロック混入 粕性ややあり 締り中
10YR4/2灰 黄褐色シル ト 粘性ややあり 締り中

引

RA

0   1:40   1m
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第 9図  R A084竪穴住居跡 (1)



レ

ドC― C'
暗掲色シル ト 焼土ブロック混入 粘性なし 締り中
黒褐色シル ト 炭化物・焼土・地山ブロック混入
にぶい黄掲色シル ト 掲色シル トブロック混入 粘性なし 締り中
黒褐色ンル ト 炭化物・焼土ブロック混入
黒褐色シル ト 炭化物・焼土ブロック多量混入 粕性ややあり 締り中
にぶい黄帽色シル ト 炭化物混入 粘性なし 締り中
黒色シル ト 炭化物多量混入 粘性なし 締り中
掲色シル ト 焼土ブロック混入 粕性ややあり 締り中
暗褐色シル ト 炭化物・焼土ブロック混入 粘性なし 締り中
灰黄掲色シル ト 焼土ブロック多量混入 粘性なし 締り中

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

/〈ぐ
´

焼土ブロック混入 粘性なし 締り中
卜 焼土ブロック混入 粘性なし 締り中
卜 焼土ブロック混入 粘性なし 締り中
焼土ブロック混入 粘性ややあり 締り中
卜 炭化物・焼土ブロック混入 粘性なし 締り中

0       1 :20     50cm

｀ヽ、三tti、、、、

ヤ

R A084カ マ
1:7 5YR3/3
2封 OYR3/1
3:10YR5/4
4:10YR3/1
5:10YR2/2
6:10YR4/3
7:10YR2/1
8:7 5YR4/6
9:7 5YR3/3
10:10YR4/2

P L=124400m

R A084カマドD― D′
1:10YR3/1黒 掲色シル ト 炭化物・娩土ブロック混入 粘性なし 締り中
2:10YR4/3に ぶい黄掲色シル ト 焼土ブ山ック混入 粘性なし 締り中
3:10YR4/2灰 責掲色シル ト 焼土ブロック多量に混入 粘性なし 締け中
生10YR2/2黒 掲色シル ト 炭化物・焼土ブロック多量混入 粘性なし 締り中
5:10YR4/6掲 色シル ト 炭化物・焼土ブロック混入 粘性なし 締り中
6:10YR4/6掲 色シル ト (地山 ?やや汚れあり)粘性なし 締り中
7:10YR3/2黒 褐色シル ト 炭化物・焼土多量混入 粕性なし 締り中

R A084カ マドE― E′
1:7 5YR4/3褐色シル ト
2 7 5YR3/4暗掲色シル
3,7 5YR3/3暗掲色シル
4:7 5YR4/6褐色シル ト
5 7 5YR3/3暗褐色シル

第10図  R A084竪穴住居跡 (2)
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3 遣構 と遺物

砂質シル トの床面は堅 く締っている。床面には40イ固程度の炭化材 (ケヤキ・ナラ)が中央から隅の方

向に散舌しして検出された。年輪が確認できるほどの材で、散乱の様子から焼失住居跡であると思われ

る。また、住居跡の東壁際に灰白色の粘土塊が 2つ検出されたが詳細は不明である。

出土遺物 (第 H～ 14図、写真図版 19～ 21)

遺物はカマ ド付近から集中し土器類が多く出上している。甕が15個、杯が 4個、破片が 3点である。

他に土製紡錘車 1点が出上している。

1は カマ ド袖左付近の床直上より出土した土師器球月同甕である。日縁部から底部にかけて良好に残

存し、口唇部をヨコナデで、頸部に明瞭な 2本の稜線が巡っている。外面体部上半の調整はミガキで、

内面が回転ナデである。底部に木葉痕がある。遺物の中で最も大きい土器であり、輪積痕から3回に

分けて成形されたものと思われる。

2は カマ ド袖右付近の床直上より出土した土師器球月同甕である。口縁部から底部にかけて良好に残

存する。口縁部はヨコナデでほぼ直角に屈曲し立ち上がり、 3本の稜線を持つ。外面上半部の調整は

ハケメである。輪積痕が 2ヶ所に見られ、数回に分けて成形したものと思われる。

3はカマ ド煙道埋土から出上した土師器球胴甕である。体部から底部にかけての剥片である。外面

保部に僅かにヘラナデ調整が見られ、胎土は粗い。底部は木葉痕である。

4は カマ ド周辺から出土した土師器球胴奏である。体部から底部にかけての剥片である。外面体部

にハケメが、内面にヘラナデ調整が見られ、胎土は粗い。底部は木葉痕である。

5は カマ ド袖左付近から出土した土師器長胴甕である。口縁部から底部にかけて良好に残存し、調

整は内外面ともにヘラナデである。胎土は粗 く、タト面にはススが内面にはコゲが付着する。

6は土師器長胴奏で、口縁部から体部下半にかけて残存する。調整は外面がケズリで内面はヘラナ

デである。器厚は他の土師器に比べ厚 く、胎土・焼成共に良好である。土器は伏せた状態でカマ ド右

袖の芯材として使用されていた。

7は唯―の上師器鉢で、カマ ド左袖付近から出上している。頚部から肩部にかけて明瞭な段を持ち、

外面はケズリの調整である。内面はヘラナデの後に指で押した押捺痕の調整が見られる。

8はベル ト埋土から出土した土師器小甕である。口縁部から底部にかけて良好に残存 し、内タト面と

もに明瞭なハケメ調整を施している。器厚は薄い。

9はベル ト埋土中から出土した土師器小甕である。口縁部から底部にかけて良好に残存 している。

調整は内外面ともにハケメである。器厚は薄く、胎土はかなり粗い。外面にスス付着。底部に押圧痕

がある。

loは土師器甕である。体部下半から底部にかけて残存し、内外面ともに調整はハケメである。器厚

は最大で1.7cmあ り、胎土・焼成ともに良好で堅く締まっている。カマ ド中央から伏せた状態で出土

したことから支脚に転用使用されたものと思われる。

11は土師器甕で、口縁部から体部上半にかけて残存する。頸部はヨコナデ調整が施され体部との境

目に段を持つ。外面はハケメ、内面はヘラナデの調整である。胎土 。焼成ともに良好で堅く締まって

いる。カマ ド左袖傍からの出上で、芯材に使用された可能性もある。

12は土師器長胴奏で、口縁部から体部までの1/3が残存する。顕部から体部の境目に明瞭な沈線を

有する。外面はハケメ、内面はヘラナデ調整である。胎土・焼成ともに良好で堅く締まっている。外

面にはススが、内面にコゲが付着する。カマ ド左袖からの出土で、煮炊きに使用された後に芯材とし

て転用されたものと思われる。

13はベル ト埋土から出土した土師器甕である。日縁部から体部までの1/3が残存する。顎部から体
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

Ocm

第11図  R A084竪穴住居跡出土遺物 (1)
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3 遺構と遺物

0         1 :3         10Cm
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第12図  R A084竪穴住居跡出土遺物 (2)



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

0      1:3     10cm
|

第13図  R A084竪穴住居跡出土遺物 (3)
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3 遺構と遺物

部の境目に明瞭な段を有し、外面はハケメ、内面はヘラナデ調整である。胎土・焼成ともに良好で堅

く締まっている。外面にスス、内面にコゲが付着する。

14。 15は土師器甕で口縁部から体部までの1/5が残存する。顎部から体部の境目に明瞭な段を有し、

内外面ともにハケメ調整である。胎土・焼成ともに良好で堅く締まっている。14は南西埋上、15は北

西埋土上層からの出土である。

16～ 19は土師器杯で、口縁部から底部にかけて良好に残存する。17～ 19は外面に緩い段を有し、内

外面はミガキまたはヘラナデ調整後、内面は黒化処理されている。すべて九底である。胎土は粗いも

のが日立ち、特に18はスコリアを含む。カマ ド付近南壁端からの出上である。

20・ 21は土師器甕体部破片で、内外面ともにケズリ調整である。断面 と内面に輪積痕が見られる。

胎土は粗 く焼成は良くない。カマ ド埋土からの出土で、20と 21同一個体と思われる。

22は土師器甕底部破片である。外面には僅かにヘラナデ調整、断面には輪積痕が見られる。底部は

木葉痕がある。胎土は粗い。ベル ト埋土から出土している。

23は カマ ド付近南壁際床直から出土した土製紡錘車である。円錐台形をしており中央部に径8mmの

穿孔を有する。狽1面には細かなミガキ調整が施され、底部にヘラナデ調整痕が見られる。

所属時期 住居形態や遺物から7世紀末～ 8世紀前半の奈良時代と考えられる。

Ｈ
円
何
――
日
日
周
日
日
日
″
脚

２‐
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第14図  R A084竪穴住居跡出土遺物 (4)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

R A085竪 穴住居跡

遺 構 (第 15図、写真図版 8)
A区 6 Kleに 位置する。床面の標高は125.51mである。黄褐色ロームでの検出であり埋土は褐色

シルトである。この竪穴住居跡は周 りより約20cm高い場所に位置することから壁は削平され 3～ 10cm

残存するのみである。また、東端は攪乱を受け一部破壊されている。

規模は長径が4.lm、 短径が3.8m、 深さは最大で10cmを 測る。平面形は隅丸方形を呈している。埋

土は暗褐色シル ト単層である。床面はやや締とまった責掲色粘土質土で、10イ固の小ピットを有するが用

途は不明である。

カマ ドは北西の壁に設置されているが、煙道を僅かに残すのみで本体部と袖は削平され、燃焼部焼

土のみが存在する。燃焼部焼上の厚さは最大 8 cmを測る。煙道の長さは1.lm残存 している。

出土遺物 (第 16図、写真図版21)

南に寄った床上から残存が良好な甕が出土している。

24は西側埋上下層から出土した鋤先である。 1/4程度残存 し、表裏ともに腐食が著しく錆が浮き上

がっている。装着部の内側にV字状の溝が浅く巡り、長さは10.5cm、 幅が3.Ocm、 重さ32つ gである。

25は ベルト埋土から出上した鋤先で、1/5程度残存する。長さは6.5cm、 幅が3.2cm、 重さ25.4gであ

る。装着部の内側にV字状の溝が浅く巡ることから本体の横部と思われる。26と 同一個体の可能性が

ある。

26は 鋤先で、1/5程度残存する。長さは7.Ocm、 幅3.2cm、 重さ29.6gである。表裏ともに腐食が著し

く錆が浮き上がっている。装着部の内側にV字状の溝が深 く巡ることから先端部と思われる。25と 同

一個体の可能性がある。

27は床直上から出上した土師器奏である。日縁部から体部下半が残存し、顎部と体部の境目に明瞭

な段を有する。タト面はハケメを中心にヘラナデが混在する。内面は工具で押しつけた後に指で撫で最

後にハケメで調整した痕が見られる。器厚は薄く、体部に黒班が吸着している。

28は土師器杯体部破片で、体部と底部の境目に明瞭な段を有し、外部の段の上はヘラナデ、段の下

はケズリ調整である。内面は黒色処理され細かなミガキ調整が縦に入る。器厚は厚 く、胎土・焼成と

もに良好で堅く締まっている。

29は土師器杯体部破片である。内外面ともにミガキ調整で内面は黒化処理されている。

30は埋土から出上した土師器甕底部の破片である。外面はヘラナデ調整を施している。

31は土師器甕口縁部破片で、内外面ともにヨコナデ調整である。

32は土師器体部破片である。外面はヨコナデ、内面はケズリ調整で、外面には赤色顔料が付着し、

内面に化粧上が施されている。胎土は粗 く焼成は不良である。33と 同一個体と思われる。

33は土師器体部破片である。外面はヨコナデ、内面はケズリ調整である。外面には赤色顔料が付着

し、内面には化粧上が施されている。32と 同一個体と思われる。

所属時期 住居形態や遺物から7世紀末～ 8世紀前半の奈良時代と考えられる。

R A086竪 穴住居跡

遺 構 (第 17図、写真図版 9)
A区 5K251に位置する。床面の標高は125。 10mで ある。責褐色砂質ンルトで検出され、埋土は褐

色シル トの単層である。このエリアは削平されている上に激しく攪乱されており、残存するのは煙道

の一部と床面の一部だけであった。床面は黒色シルトで極小砂粒を含み堅く締まっている。
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3 遺構と遺物
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2:呵 OYR3/4 暗掲色砂質シル ト 粘性なし 締り弱
5:10YR4/6 掲色粘質シル ト 赤掲色焼土微量混入

粘性なし 締り強

粘性なし 締り中

R A085 E
粘性なし 締り弱
赤掲色焼土微量混入 粘性なし 締り中

o       l :20     50cm
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第15図  R A085竪穴住居跡
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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第16図  R A085堅穴住居跡出土遺物

カマ ドは東方向に設置されているが袖は削平されている。燃焼部から煙出しまでの長さは2.2m、

最大幅35cm、 深さは50cmを測る。煙出部は平面でも明瞭に確認でき焼土も良好に残存していた。煙出

し開口部の最大径は51伽で、深さ30cmを 測る。

煙道の規模からこの住居跡は 6mを越える大形であったと推測されるが、壁は全て攪乱により破壊
されている。

出土遺物 (第 18図、写真図版21)

遺物はカマ ド燃焼部付近から土師器の甕・杯の破片が 9点出土 している。また、R A086を切るRD
190の埋土中から土師器甕・杯の破片が出土しており同時期であることからR Ao86に共伴する遺物 と

して扱うこととした。 R D190か ら出上した遺物は110～ H8である。

34は カマ ド燃焼部から出土した土師器甕口縁部から体部にかけて破片である。内外面ともに回転ナ

デ調整で、口唇部の端部は直角気味に立ち上がっている。胎土は粗 く色調は橙である。37と 同一の個

体と思われる。

35は カマ ド燃焼部から出上 した土師器小奏である。体部から底部にかけてV3残存 し、内外面とも

-23-



3 遺構と遺物
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第17図  R A086竪穴住居跡



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

に回転ナデ調整を施し、内面にハケメ調整とヘラナデ調整が見られる。底部は回転糸切である。

36は土師器邦底部破片である。底部は回転糸切で、カマ ド燃焼部から出土している。

37は カマ ド燃焼部から出土した土師器奏の口縁部から体部にかけての破片である。内外面ともに回

転ナデ調整で、日唇部の端部は直角気味に立ち上がっている。胎土は粗 く色調は橙である。34と 同一

の個体と思われる。

38は カマ ド燃焼部から出上した土師器小甕の口縁部破片である。内外面ともに回転ナデで、内面に

一部ハケメ調整が見られる。胎土・焼成ともに良好である。

39は カマ ド燃焼部から出上した土師器郭口縁部から体部にかけての破片である。内外面ともに回転

ナデ調整で、外面に一部ハケメ調整が見られる。胎土は良好である。

40は カマ ド燃焼部付近から出土した土師器郭体部から底部にかけての破片である。外面は回転ナデ

調整で、内面はミガキ調整で黒色処理されている。

41は カマ ド燃焼部から出上した土師器杯底部の破片である。内外面ともに回転ナデ調整で、外面に

一部ハケメ調整が見られる。胎土は良好だが焼成は不良で、色調は赤褐色である。底部は回転糸切 り

痕である。

42は カマ ド燃焼部付近から出上した土師器郭口縁部の破片である。内外面ともに回転ナデ調整を施

し、胎土・焼成ともに良好である。

所属時期 住居形態や遺物から9世紀末～10世紀前半の平安時代と考えられる。
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0          1 :3         10cm

第18図  R A086竪穴住居跡出土遺物
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3 遺構と遺物

R A087竪 穴住居跡

遺 構 (第 19。 20図 、写真図版 10・ 11)
A区 6K7kに 位置する。床面の標高は124.97mで ある。旧河道際の黒ボク土層に接近しているた
めプランの境目は不明瞭で、当初は遺構が無いものと考えていた。また、カマ ド位置をなかなか特定

できずベルトをかけて全体を把握する必要があった。

規模は長径が東西に4.4m、 短径は南北に4.lm、 深さは最大で50cmを測る。平面形はほぼ隅九方形

を呈している。埋土は主に黒褐色粘質シル トからなり、炭化物を含んでいる。床面は黒褐色粘質シル

トで締っている。また、 3基の焼土を検出した。

カマ ドは北西の壁に設置されている。カマ ドの両袖の先端部分に土器が集中し、土器を芯材にして

カマ ドを構築している。両袖のほぼ中心には、支脚として用いられた小甕 (52)が伏せた状態で設置

してあった。支脚からの煙道の長さは1.3mで 、幅は30～ 35cmで ある。煙出しの径は37～ 40cm、 深さ

28cmを 測る。燃焼部焼上の規模は長径78cm× 短径36cm、 厚さ 5 cmを測る。

出土遺物 (第 21～ 23図、写真図版22～ 24)

遺物はカマ ド埋土から土師器の甕や杯が多 く出土し、カマ ド以外の床からも数点出土した。立体の

甕がH個、必が 4個、鉢 1個、土師器の破片が 8点である。他に鉄製品 3点、土錘 1点が出土してい

る。

43は土師器球胴甕である。口縁部から底部まで良好に残存し、頸部と体部の境目に明瞭な段を有す

る。内タト面ともにハケメ調整で、外面にはススが付着している。胎土は粗 く焼成は不良である。

44は土師器長胴甕で、口縁部から底部まで残存する。口唇部はほぼ直角に立ち上がり、外面はハケ

メ、内面はヨコナデ調整である。底部は木葉痕である。胎土は粗 く焼成は不良である。カマ ド両袖の

中央支脚の上から出上し、外面にススが内面にコゲが付着している。

45は カマ ド周辺から出上した土師器長胴甕である。口縁部から底部まで良好に残存 し、外面はケズ

リ、内面はハケメ調整である。内面に輪積痕が数ヶ所見られ、胎土は粗 く焼成は不良である。

46は土師器長胴甕である。口縁部から底部まで残存する。タト面はケズリ、内面はハケメ調整で、底

部は木棄痕である。胎土は粗 く焼成は不良である。カマ ド右袖付近から出土している。

47は土師器長胴甕である。外面はハケメ、内面はヘラナデ調整を施している。胎土・焼成ともに不

良で、色調は橙で一方の面は強く熱を受けている。伏せた状態でカマ ド右袖から出土したことからカ

マ ドの芯材に使用したものと思われる。

48は土師器長胴甕で、口縁部から底部まで残存 している。口唇部がほぼ直角に立ち上がり、外面は

ヘラナデとケズリ調整、内面はヨコナデとヘラナデ調整である。底部は木葉痕である。胎土は粗 く焼

成は不良で、外面にスス、内面にコゲが付着する。

49は土師器長胴甕である。口縁部から底部まで残存する。外面はケズリ、内面はヘラナデ調整であ

る。タト面にスス、内面にコゲが付着する。

50は カマ ド左袖付近から出土 した土師器長胴甕である。1/2が残存 し、タト面はヘラナデとケズリ調

整、内面はハケメ調整を施し、底部は木葉痕である。

51は カマ ド燃焼部から出土した土師器鉢である。口縁部はタト傾 し体部との境目に明瞭な段を有し、

内外面ともにヘラナデ調整である。器厚は薄く、胎土は粗いものの焼成は良好である。

52は土師器小甕である。内外面ともにハケメ調整で、器厚は 7～ 10mmと 厚 く焼成は良好である。カ

マ ド両袖中央から伏せた状態で出土し、外面にススが内面にコゲが付着していることから煮炊きに使

用した後、土器の体部上半を欠き支脚に転用したものと思われる。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

P5

FG 司
と=124.500m

1'うミこZ三ラフ
r

¶

卜  L=124900m

R A087 A・
1:10YR2/2
2:10YR4/2
3:呵 OYR2/3
4:7 5YR4/3
5:10YR3/2
6:10YR2/2
7:10YR5/6

P4

ド ヨ
L=124500m
く`多ヨR璽夕
生
1

2

R A087 F一 F′
1:76Y3/4 暗褐色シル ト 極暗赤掲色焼土微量混入 粘性なし 締り中
2:7 5YR4/6掲 色砂質シル ト 粘性なし 締り中

R A087 G― G′
1:7 5YR3/3暗 掲色シル ト 粘性なし 締り強
2:10YR3/4黄褐色シル ト混合 粘性なし 締り強

0    1:40   1m

B共通
粘質シル ト 最上部に十和国a降下火山灰混入 粘性なし 締り強
灰黄掲色シル ト 粘性なし 締り強
黒掲色粘質シル ト 炭化物多量混入 粘性なし 締り強
褐色シル ト 粘性なし 締り強
黒掲色シル ト 粘性ややあり 締り強
黒掲色シル ト 地山ブロック混入 粘性ややあり 締り強
黄掲色粘質シル ト 褐色シル ト混合 粘性ややあり 締り中
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R A087 C― C′
1:10YR2/3黒掲色シルト 褐色粘質シルト混合 粘性ややあり 締り強

R A087 D― D′
1:5YR4/6赤 掲色焼土 粘性ややあり 締り中
2:loYR4/4掲色粘質ンルト 粘性ややあり 締り中

R A087 E一 E′
1:75Y3/4 暗掲色シルト 極暗赤掲色焼土微量混入 粘性なし 締り中
2:7 5YR4/6掲 色砂質ンル ト 粘性なし 締り中
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第19図  R A087竪穴住居跡 (1)
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3 遺構と遺物
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R A087カマ ド共通
1:10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性なし 締り強
2:10YR3/3暗褐色シル ト 粘性なし 締り強
3:10YR3/3暗掲色シル ト 褐色粘質シル ト混合 粘性なし 締り強
4:5YR2/4極 暗赤褐色粕質シル ト 黒掲色シル ト混合 粘性なし 締り強
5:10YR5/8黄 褐色砂質シル ト 明赤褐色焼土少量混入 粘性なし 締り中
6:10YR5/8黄 掲色砂質シル ト 暗褐色シル ト混合 粘性なし 締り強
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第20図  R A087竪穴住居跡 (2)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

53は床直から出土した土師器小甕で、体部から底部にかけて1/4が残存する。外面はヘラナデ・ハケ

メ調整、内面はヘラナデ調整である。胎土・焼成ともに不良である。

54は貼床から出上の土師器小甕である。体部から底部にかけて1/4が残存する。外面はケズリ調整、

内面はハケメ調整である。底部は木葉痕である。胎土粗 く焼成は良好である。

55は土師器小甕で、口縁部から底部にかけて残存する。内外面ともにヨコナデ調整で一部ハケメが

見られる。胎土・焼成ともにあまり良好ではない。カマ ド付近からの出上である。

56は土師器杯で、口縁部から底部まで残存する。口径が16.9cmで大形である。口縁部と体部の境目

に明瞭な段を持ち、内外面ともにハケメ調整で内面は黒色処理されている。胎土・焼成ともにあまり

良好ではない。床直上からの出上である。

57は床直上から出上した土師器郭で、口縁部から底部まで良好に残存する。口縁部と体部の一方の

境目に段を有し、外面はミガキ調整、内面はヘラナデ調整後黒色処理されている。

58は埋土下層から出土した土師器杯である。口縁部から底部まで1/3残存し、口縁都と体部の境目

に段を持ち、外面はミガキ調整、段の下はケズリ調整である。内面はヘラナデ調整後黒色処理されて

いる。

59・ 60は 同一個体と思われる土師器甕の破片である。1/4が残存 し、外面はケズリ調整、内面はヘ

ラナデ調整である。胎土・焼成ともに良好である。カマ ド右袖からの出上で、被熱の状況から芯材に

使用された可能性がある。

61は土師器甕底部の破片で、1/4が残存する。外面はハケメ調整、内面はハケメ・ヘラナデ調整で

ある。埋上下層からの出土である。

62は土師器奏の口縁部から体部にかけての破片で、1/4以下残存する。口縁部は直角気味に外傾す

る。外面はハケメ調整、内面はヘラナデ調整で、内面にコゲが付着する。カマ ド両袖中央からの出土

である。

63・ 64は土師器甕底部の破片で、1/4以下が残存する。63・ 64と もに内外面はヘラナデまたはケズリ

調整である。64の底部は木葉痕である。63は埋土上層、64は カマ ド付近からの出土である。

65は 土師器杯口縁部から体部の破片で、1/4以下が残存する。体部下半の外面はヘラナデで、内面

は細かいミガキ調整後黒色処理されている。

66は床から出土した土錘である。長さ2.5cm、 幅 1.8cm、 厚さ1,8cm、 孔径0.3cmを 測る。外面は黒色処

理されている。

67は両端が欠損した角釘である。長さは5.0御、幅0.7cm、 厚さ0.4cmを 測る。埋土上層からの出土で

ある。

68も 角釘で、先端が欠けている。長さ4.2cm、 幅0.3cm、 厚さ0.3cmを 測る。埋土上層からの出土であ

る。

69は不明鉄製品である。中央に穿孔を有し、端部が欠けている。表面は錆が浮き上がり凹凸がある。

形状は三角形で、一辺が3.3cm、 2.8cm、 3.Ocm、 穿了し径0.8cmである。埋土上層からの出上である。

所属時期 住居形態や遺物から7世紀末～ 8世紀前半の奈良時代と考えられる。

R A088竪穴住居跡

遺 構 (第 24図、写真図版 12)
☆区 6Klsに 位置する。床面の標高は125.29mで ある。黄褐色砂質シルトでの検出であり埋土は

褐色シルトである。しかし、この地区は削平されている上に激しく攪乱されていて残存するのは、床
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3 遺構と遺物

0          1 :3         10cm

-30-

第21図  R A087竪穴住居跡出土遺物 (1)



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

0          1 :3         10cm
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第22図  R A087竪穴住居跡出土遺物 (2)
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黒掲色焼土ブロック少量混入 粘性なし 締り弱
粘性なし 締り弱

住居平面・断面
0    1:40   1m

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

「_旦L  L=123800m

R A088 Aと B共通
1:7 5YR4/6褐色焼土 粘性なし 締り中
2:7 5YR4/4掲色細砂 粘性なし 締り弱
3:10YR2/3黒 褐色シル ト 極小砂微量混入 粘性なし 締り中

カマ ド断面
0    1:20   50cm

カクラン

カ

ク

ラ

ン
カ

ク

ラ

ン

　

／
／

催12a8淵
導

R A088 Cと D共通  2
1:5YR4/4:こ ぶい赤掲色焼土
2:loYR2/3黒 掲色砂質シル ト

第24図  R A088竪穴住居跡

面の一部とカマ ド燃焼部のみであった。壁が破壊されていて住居跡規模の詳細は不明である。床面の

埋土は削平されていて存在せず 2つの焼上のみが存在 した。焼土 C― C'の規模は長径20cm、 短径 14
cm、 深さ 5 cmを測る。焼土 D― D'の規模は長径 14cm、 短径 13cm、 深さ3 cmを測る。
カマ ドは東方向に設置されているが、煙道と袖部は削平されている。燃焼部は南北に55cm、 東西に

38cm、 厚さ 8 clnを狽1る 。

出土遺物 (第25図、写真図版24)

遺物はカマ ド燃焼部埋土中から主に出土した。掲載遺物は土師器杯の破片が12点、土師器甕の破片

が 3点、陶器の破片が 1点の計16点である。

70は カマ ド燃焼部から出土した土師器杯破片である。国縁部から体部まで1/2残存 し、内外面とも

に回転ナデ調整である。器厚は薄く、色調は橙である。

-33-



3 遺構と遺物
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第25図  R A038堅穴住居跡出土遺物

71は カマ ド燃焼部から出土 した土師器甕の破片で、口縁部から体部まで 1/4が残存する。口縁部は

外傾する。外面は回転ナデ調整で、内面はカキメ調整である。胎土は粗 く焼成は不良で、器厚は0.3

cmで薄い。外面にススが付着している。

72は カマ ド燃焼部から出土 した土師器甕の破片である。口縁部から体部まで12残存 し、口縁部は

外傾する。外面はハケメ調整、内面はヨコナデ調整である。胎土は粗 く、焼成は不良である。

73は土師器杯の破片で、口縁部から体部まで1/4残存する。内外面ともに回転ナデ調整で、器厚は

薄い。カマ ド燃焼部からの出上である。

74は カマ ド燃焼部から出土 した土師器邦の破片である。日縁部から体部まで1/4残存 し、外面は回

転ナデ調整である。内面はミガキ調整で黒色処理されている。

75は土師器イの破片で、口縁部から体部まで1/4以下残存する。内外面ともに回転ナデ調整である。

-34-



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

カマ ド燃焼部からの出土である。

76は カマ ド燃焼部から出上した土師器杯の破片である。口縁部から体部までlμ以下残存 し、外面

は回転ナデ調整である。内面はミガキ調整で黒色処理されている。底部の切 り離しは回転糸切 りで切

り離し後調整している。

77は土師器甕の底部破片である。内外面ともヨコナデ調整で、胎土は粗い。カマ ド燃焼部からの出

土である。

78は土師器郭破片で、口縁部から体部まで1/4以下残存する。口縁部と体部の境目に段を有 し、外

面は回転ナデ調整である。内面はミガキ調整で黒色処理されている。カマ ド燃焼部からの出上である。

79は カマ ド燃焼部から出上した土師器杯の破片で、口縁部から体部まで1/4残存する。外面は回転

ナデ調整、内面はミガキ調整である。器厚は0.3cmと 薄い。

80は土師器郭破片である。口縁部から体部まで1/4残存する。内外面ともに回転ナデ調整である。

器厚は0.3cmで薄い。カマ ド燃焼部からの出上である。

下』際‐　にＷ＝ユ時伽〇〇〇ヨ

1上
L封 25000m

089Aと B共通
10YR213黒 掲色砂質シル ト 粘性なし 締り中～弱
10YR2/1黒 褐色砂質シル ト 粘性なし 締り中
10YR2/3黒 掲色砂質シル ト 暗褐色細砂混合 粘性なし 締り弱
10YR3/4暗褐色細砂 鉄分含む 粘性なし 締り弱

P碇

=124600浄

R A089 C― C′
1:10YR2/3黒 掲色砂質シル ト 粘性なし 締り中～弱

0    1:40   1m

RA

第26図  R A089竪穴住居跡
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3 遺構と遺物

81は土師器邦破片である。口縁部から体部まで1/4残存する。内外面ともに回転ナデ調整である。

胎土に炭化物含む。カマド燃焼部からの出土である。

82は土師器杯破片である。口縁部から体部まで1/4残存する。内外面ともに回転ナデ調整である。

カマ ド燃焼部からの出上である。

83は土師器郭破片である。底部のみ残存する。底部に回転糸切痕があり切 り離し後調整している。

カマ ド燃焼部からの出上である。

84は土師器杯破片である。口縁部から体部まで1/4残存する。外面は回転ナデ調整、内面はミガキ

調整である。底部に回転糸切痕があり切 り離し後調整している。カマ ド燃焼部からの出上である。

85は流れ込みの瀬戸美濃産の灰釉陶器碗の破片である。内外面の色調は灰白色、胎土は灰オリーブ

である。

所属時期 住居形態や遺物から9世紀末～10世紀前半の平安時代と考えられる。

R A089竪穴住居跡

遺 構 (第26図、写真図版13)
A区 6K4uに 位置する。床面の標高は125.10mである。黄褐色砂質シルト面で検出されている。
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第27図  R A089竪穴住居跡出土遺物



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

埋土は暗褐色シル トで明瞭に確認できた。この住居跡に関して攪乱は及んでいなかったが住居の半

分は調査区域外に延びている。検出された規模は南北に4.7m、 東西に1.7m、 深さ43cmを 測る。埋土

は黒褐色砂質シル トが主体で、粘性 。締 りともに中～弱である。床面から規模長径50×短径50cm、 深

さ20cmの円形のピットが 1基検出されている。カマ ドは調査区域外に設置されていると思われる。

出土遺物 (第 27図、写真図版25)

掲載遺物は埋土中から土師器郭の破片が11点、土師器甕の破片が 2点である。

86はベル ト埋土中から出土した土師器高台付杯の底部破片である。底部のみ残存 し、内面はミガキ

調整で黒色処理されている。底部には回転糸切の痕があり、切 り離し後調整し高台部を接着したもの

である。

87は土師器杯の底部破片である。体部から底部まで1/4以下残存 し、内タト面ともに回転ナデ調整で

ある。底部切 り離 しは回転糸切である。埋土中からの出上である

88は床直上から出土した土師器高台付郭の底部破片で、内面は回転ナデ調整を施している。底部は

粘上を摘み出し撫でにより高台部を接着したものである。

89は土師器甕の破片で、体部から底部にかけて1/4以下残存する。外面はケズリ、内面はハケメ調

整で、胎土・焼成ともに不良である。ベル ト埋土中からの出土である。

I B   L=125.000m

R A090 Aと B共通
10YR2/2黒褐色シル ト 粘性なし 締り強
10YR2/3黒掲色シル ト 掲色粘質シル トブロック混入 粘性なし 締り中
10YR3/4暗褐色粘質シル ト 褐色粘質シル ト30%混入 粘性ややあり 締り中
10YR4/4掲色細砂 粘性なし 締り弱

一‐」際‐　
Ｆ
Ｗ＝ュ中ω
・〇〇
〇
∃

0      1 :40     1m

第28図  R A090竪穴住居跡

-37-



3 遺構と遺物

90～ 97は土師器杯の破片で、体部のみ1/4以下残存する。内外面ともに回転ナデ調整である。90の

底部は高台部が剥落した痕跡が見られる。94は 回転糸切痕を有する。

98は土師器甕の口縁部破片である。口唇部は三角形状の張出しを有 し、内外面ともに回転ナデ調整

である。埋土中からの出上である。

所属時期 住居形態や遺物から9世紀末～10世紀前半の平安時代と考えられる。

R A090竪 穴住居跡

遺 構 (第 28図、写真図版 14)
A区 6K9tに 位置する。床面の標高は124.94mで ある。責褐色砂質シル ト面での検出である。埋

土は暗掲色シル トで明瞭に確認できた。この住居跡に関して攪乱は及んでいなかったが住居の半分は

調査区域外に延びている。規模は南北に3.9m、 東西に1.9m、 深さ45cmを 測る。埋土は黒褐色砂質シ

ル トが主体で占められ、粘性・締 りともに中～弱である。カマ ドは調査区域外に設置していたと思わ

れる。

出土遺物 (第 29。 30図、写真図版25)

掲載遺物は埋土中から土師器杯の破片が 4点、土師器甕と須恵器の甕の破片が各 1点、刀子が 1点、

計 7点である。

99は床直上から出土した須恵器大甕破片である。体部のみ 1/4以下残存 し、外面はタタキ調整、内

面は当具を使用している。色調は外面が黒色、内面・断面は黒に近い灰色である。胎土・焼成ともに

良好である。

looは埋土中から出土した土師器邦破片である。口縁部から体部にかけて1/3残存 し、内外面ともに

回転ナデ調整を施している。器厚は0.3cmと 薄い。

lolは土師器杯破片で、体部から底部にかけて1/4以下残存する。内外面ともに回転ナデ調整である。

底部切 り離しは回転糸切である。胎土・焼成ともに良好で硬 く締まる。

102・ 103は土師器杯破片である。体部から底部にかけて1/4以下残存する。内外面ともに回転ナデ

調整である。102は床直上からlo31ま埋土からの出上である。

104は床直上から出土した土師器小甕破片である。口縁部から体部にかけて1/4以下残存 し、外面は

ハケメ調整、内面はヘラナデ調整である。胎土・焼成ともに不良である。

105は床直上から出土した刀子で、刃部先端と茎部の両端を欠損 している。錆付 きが激しく表面が

浮いたり陥没したりしている。残存値で長さ7.Ocm、 幅1.6cm、 厚さ0.4cmを測る。

所属時期 住居形態や遺物から9世紀末～10世紀前半の平安時代と考えられる。

R E016住居状遺構

遺 構 (第 31図、写真図版 15)
A区 6K4pに 位置する。床面の標高は125。 16mである。黄褐色砂質シル ト面での検出である。埋

0          1 :3         10Cm

-38-
第29図  R A090竪穴住居跡出土遣物 (1)



Ⅳ 検出遺構 と出土遺物
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第30図  R A090竪 穴住居跡出土遺物 (2)

土は暗褐色シル トで明瞭に確認できた。しかし、遺構の数箇所に埼乱が及んでいるため全体像は不明

である。カマ ド部または焼土を検出できず住居状遺構とした。規模は南北に3.3m、 東西に3.lm、 深

さ28cmを 測る。埋土は黒褐色シル トが主体である。粘性無 く締っている。

出土遺物 (第 31図、写真図版25)

掲載遺物は埋土中から土師器郭の破片が 1′点、土師器甕が 2点、計 3点である。

106は土師器郭の破片で、口縁部から底部にかけて1/3残存する。外面は回転ナデ調整、内面はミガ

キ調整で黒色処理されている。底部は回転糸切 り後にナデ調整 している。ベル ト埋土中からの出上で

ある。

107はベル ト埋土中から出上した土師器甕の破片である。底部のみ1/4以下残存する。外面はハケメ

調整、内面はヘラナデ調整を施し、胎土・焼成ともに不良である。

108は土師器甕の破片である。口縁部から底部にかけて1/4以下残存する。□唇部は三角形状の張出

しを有し、内タト面ともに回転ナデ調整である。ベル ト埋土中からの出上である。

所属時期 遺物から9世紀末～10世紀前半の平安時代と考えられる。
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3 遺構と還物
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R D187土坑

遺 構 (第32図、写真図版 16)
A区 6」 4tに位置する。底面の標高は
124.63mで ある。 R D 187土坑は旧河道黒ボク土

層中を走るR G138溝跡を切って存在する。RG
138の埋土を掘削しR D187の検出に至った。埋

土は黒褐色粘土質シルトが主体で礫を含む。規

模は開口部径105× 72cm、 底部径60× 35cm、 深さ

28cmを測る。平面形は隅九長方形である。底面

は平坦で壁は緩やかに外傾する。遺物の出土は

なく時期は不明である。

R D188土坑

遺 構 (第33図、写真図版 16)

0      1 :40     1m

L封 2印00m名
S     O

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

R D187A― A′
1:10YR2/2黒 掲色シル ト
粘性ややあり 締り強
2:10YR3/2暗 掲色粘質シル ト
粕性あり 締り強

A区 6K2pに 位置する。底面の標高は125。20mで ある。黄褐色砂質シルト面での検出である。遺
構の一部は攪乱されている。埋土は黒褐色シル トが主体で、粘性が無 く締まっている。規模は開口部

径 170× H5cm、 底部径 110× 72cm、 深さ30cmを測る。平面形はカクランを受け不明である。底面は平

坦で北壁は直角気味に、南壁はゆるやかに外傾する。

出土遺物 (第 33図、写真図版26)

出土遺物は土師器の甕が 1点である。床直上から一個体分がまとまって出土した。

ヽ

ヽ

ヽ

―ヽ______空宝Zと _´´

「望些_ L=124800m

R D138 A― A′
1:10YR2/3黒 掲色シル ト 粘性なし 締り強
2:10YR3/2黒 掲色シル ト 粘性なし 締り中
3判 OYR3/4暗褐色砂質シル ト 粘性なし 締り弱

2                  
。       1 :40      1m

第 32図  R D187土坑

0          1 :3         10Cm

卜

引

第33図  R D188土坑・出土遺物
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3 遺構と遺物

109は土師器長胴甕である。口縁部から底部にかけて良好に残存 し、口縁部と体部の境目に明瞭な

段を有する。内外面ともにハケメ調整で、押圧痕が見られる。外面全体にススが付着している。

所属時期 遺物から8世紀前半の奈良時代と考えられる。

R D189」ゴ坑

遺 構 (第 34図、写真図版 16)
A区 5」 23rに位置する。底面の標高は125.52mである。 R D189の 半分は本宮熊堂 B第25次調査

区に延びている。黄褐色粘質シル ト面での検出である。埋土は黒褐色シル トが主体で、粘性無く締っ

ている。規模は開口部径350× 275cm、 底部径 155× 105cm、 深さ55cmを測る。平面は不定形である。底

面は凹凸があり、東西の壁は段々に広がって立ち上がる。遺構の埋土中または底面直上から50個以上

の礫が見つかった。人為的に投げ込まれたものと思われる。出土遺物はなく、埋土には粘土質ブロッ

ク、砂質ブロック、鉄分や礫が混入することから、近世の土坑であると考えられる。

卜  L=124700m

R D189 A― A′
1:10YR212黒 掲色シル ト 掲色粘質シル ト少量ブロック混入 粘性なし 締り強
2引 OYR2/2黒褐色ンル ト 微小砂混入 礫含む 粘性なし 締り強
3:10YR2/1黒 褐色シル ト 鉄分含む 粘性なし 締り強
4:5Y4/3 暗オリーブ焼土 粘性あり 締り中

0      1 :40     1m

卜
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

R D190土 坑

遺 構 (第 35図、写真図版 16)
A区 5K25kに位置する。底面の標高は125.37m

である。 R D 1901よ R A o86の カマ ド右袖付近に位

置し、重複 し切つている。責褐色粘質シル ト面で

検出されている。埋土は黒褐色シル トが主体で、

粘性無 く締っている。開口部両端は攪乱によ́り削

られているが、現存する規模は開田部径82× 55cm、

底部径55× 45cm、 深さ25cmを 測る。平面は楕円形

である。底面はほぼ平坦であり東西の壁は外傾 し

て立ち上がる。

遺物は埋土中から土師器甕の破片が 2点、不の

破片が 7点、計 9点出上しているが、 R Ao86出 土

遺物と同時期であることからR A0861こ共伴するも

のであると考えている。また、底面の北に寄った

床直上から近世の古銭が 6枚出上 した。遺構 と遺

物 (古銭)の 出土状況から近世の墓墳であると考

ギ
K2Ы

ぇている。

出土遺物 (第 36図、写真図版26・ 27)

1loは土師器甕破片で、口縁部から体部にかけて1/4以下残存する。口唇部は三角形状の張 り出しが

あり、外面はケズリ調整、内面は回転ナデ調整である。胎土は粗 く焼成は良好である。埋土中からの

出上である。

111は土師器甕破片である。日縁部から体部にかけて1/4以下残存する。外面はケズリ調整、内面は

ハケメ・ケズリ調整である。埋土中からの出上である。

112は土師器杯破片で、体部から底部にかけて1/4以下残存する。内外面ともに回転ナデ調整である。

色調は橙色である。埋土中からの出上である。

113は土師器郭破片である。日縁部から体部にかけて1/4以下残存する。内外面ともに回転ナデ調整

である。底部は切り離し後ナデ調整である。埋土中からの出土である。

114は土師器杯破片で、回縁部から体部にかけて1/4以下残存する。外面は回転ナデである。内面は

ミガキ調整で黒色処理されている。回転糸切痕を有する。埋土中からの出上である。

115は土師器杯破片である。体部から底部にかけて1/4以下残存する。内外面ともに回転ナデ調整で

ある。底部は切 り離し後ナデ調整である。埋土中からの出上である。

116は土師器甕破片で、口縁部のみ1/4以下残存する。内タト面ともにヨコナデ調整である。埋土中か

らの出上である。

117は土師器杯破片である。□縁部から体部にかけて1/4以下残存する。外面は回転ナデである。埋

土中からの出土である。

118は土師器甕底部破片である。内外面ともに回転ナデ調整で、底部は回転糸切である。埋土中か

らの出土である。

144～ 148の 5点は寛永通費である。いずれも直径2.4cm、 金属の種類は銅、鋳造年代は1636年以降。

銅錆の緑青が付着している。同時期の古銭であり古寛永に属する。底面からの出上である。

＞
ヽ

引
ォ

卜 L司川00m 引

R D190 A一 A′
1¬ OYR2/2黒掲色シル ト 粘性なし 締り中

0      1 :40     1m
l―

一

易岳35匝]  R D190三Lt花
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3 遺構 と遺物

149は煙管の火皿部分をつぶしたものと思われる。扁平して直径は約2.Ocmである。キセルの火皿の

部分をつぶし銭貨と見なす、いわゆる「雁首銭」とする向きもあり否定はできない。同地点から僅か

にサシも出ている。埋土は人為的に埋め戻されていることに加え、銭貨が 5枚といわゆる雁首銭 1枚、

計 6枚が床直上から出土している。これらの客観的状況から「六道銭Jを意味するものであると判断

している (註 2)。

＼

   14

婚

＼  116

111

0          1 :3         10cm

訂
私

・
――
――
依

ガ

‐―

＝

＼  Lここ影
′
相8

ヽ

|

|

|

ⅢⅢ
■

0                 1 : 1                 5cm
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

R Gl10溝 跡

遺 構 (第37図、写真図版 18)
B区 6M20fに位置する。底面の標高は124.81mである。 RGHOは 第20次調査 (平成 16年度)に
おいて検出 している。そこから延びる溝である。南西から北東に向き長さ1.8m、 幅は60～ 70cm、 深

さ25cmを 測る。埋土上層から十和田 aテ フラを検出 したことから、平安時代の溝跡であると考えてい

る。遺物は出土 していない。

R G138清跡

遺 構 (第 37・ 38図、写真図版 17)
A区 5」 241～ 6K15qに位置する。底面の標高は126.53～ 126.68mで、平均すると126.61mで あ
る。R G138は 北西から南東に緩やかに下降し延びる。規模は長さ76m、 幅はHO～ 200cm、 深さ35～

50cm、 高低差は19cmで ある。黒ボク土層上で検出されている。主な埋土層序は上層 :十和田 aテ フ

ラ・暗オリーブ褐色シル ト、中層 :黒色粘質シル ト・暗褐色粘質シル ト、下層 :暗オリーブ褐色粘質

シルトが主体である。粘質で締 りは中から弱である。溝の底面は凹凸で埋土ブロックを含む工具痕が

見られ、壁はやや直角気味に立ちあがり緩やかにタト傾 し開く。

出土遺物 (第 39図、写真図版26)

掲載遺物は土師器甕の破片が 3点、杯が 7点、計 10点である。

119は土師器甕の破片で、回縁部から体部にかけて1/4以下残存する。外面はハケメ調整、内面はヘ

ラナデ調整である。胎土・焼成ともに良好である。埋土中からの出上である。

120は土師器杯の破片である。口縁部から体部にかけて1/4以下残存する。外面は回転ナデ調整、内

面はミガキ調整で黒色処理をしている。ベル ト埋土中からの出土である。

121・ 122は土師器甕の破片で、体部から底部にかけて1/4以下残存する。外面はヘラナデまたはハ

ケメ調整、内面はハケメまたはケズリ調整である。胎土・焼成ともに不良である。ベル ト埋土中から

の出土である。

123は土師器甕の破片である。体部から底部にかけて1/4以下残存する。外面はハケメ調整である。

胎土は良好だが焼成は不良である。埋土中からの出上である。

124～ 126は土師器杯の破片で、口縁部から体部にかけて1/4以下残存する。1241よ 内外面ともにヨコ

ナデ調整、125は 内外面ともに回転ナデ調整である。 126イよ外面がケズリ調整、内面はミガキ調整であ

る。埋土中からの出上である。

127は土師器杯の破片である。体部から底部にかけて1/4以下残存する。内外面ともに回転ナデ調整

である。切 り離 し後、ナデ調整をしている。埋土中からの出上である。

128は土師器杯の破片で、体部から底部にかけて1/4以下残存する。内外面ともに回転ナデ調整であ

る。切 り離し後、ナデ調整をしている。埋土中からの出上である。

R G139溝跡

遺 構 (第 38図、写真図版 17・ 18)
A区 6K8d～ 6K13qに 位置する。底面の標高は124.35～ 124.39mで、平均すると126.37mで あ
る。R G139は R G138に切られてスタートし北西から南東に緩やかに下降し廷びる。規模は長さ35m、

幅は50～ 110cm、 深さ15～ 24cm、 高低差は 6 cmである。黒ボク土層上から検出されている。埋土上層

には十和田 aテ フラを含む。埋土層序は上層が黒色粘質シル ト、下層が黒褐色粘質シル トで占められ

ている。粘質で締 りは中から弱である。溝の底面は平坦で壁は緩やかに外傾し立ち上がる。
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3 遺構と遺物

R G138 A―A
l :10YR3/3

2

3

4

5

6

晴掲色粘質シル ト 所々細粒砂ラミネあり 十和田a降下火山灰
混入 粘性なし 締り強
晴オリーブ褐色粘質シル ト 粘性なし 締り強
黒色粘質シル ト 細粒砂混入 粕性なし 締り中
黒褐色油質シル ト 粘性なし 締り中
オリーブ黒色砂質シル ト 粘性なし 締り中
オリーブ黒色粘質シル ト 粘性なし 締り中

L=124600m

オリーブ掲色シル ト 十和田a降下火山灰ブロック混入
粘性なし 締り中
暗オリーブ掲色粘質シル ト 微量細粒砂混入 粘性なし 締り強
黒褐色粘質シル ト 細粒砂ラミネ含む 粘性なし 締り強
黒掲色粘質シル ト 粘性なし 締り強
黒掲色粘質シル ト 粘性なし 締り強
黒色粘質シル ト 粘性なし 締り強
黒掲色粘土 有機物微量混入 粘性なし 締り中

黒褐色シル ト 細粒砂・十和田a降下火山灰ブロック混入
鳩性なし 締り中
暗オリーブ褐色粘質シル ト 細粒砂混入 粕性なし 締り中
黒褐色粘質シル ト 粘性なし 締り強
黒掲色粘質シル ト 粘性なし 締り強
黒色粘質シル ト 粘性ややあり 締り強

粘性なし 締り強

溝平面

0      1 :40     1m

清断面
0____」軒望生_一=豊

OCm

碍

R G138 B― ―B′

1 :2.5Y4/3

25Y3/3
25Y3/1
25Y3/2
25Y3/1
5Y2/1

25Y3/2

R G138 C― C′
1 :2 5YR3/2

R Gl10

6M24彰髪イ

2

3

4

5

RG引 OI― I′
1 110YR2/1  黒色シル ト

呂2田認
ヤ

十和国a降下火山灰を最上層に含む
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出   L=124600m

G138F― F′
:25Y3/1 黒掲色粘質シル ト
:10YR3/4 暗掲色粘質シル ト
:10YR3/1 黒掲色粘質シル ト
:10YR3/3 暗掲色粘質シル ト
:25Y3/1 黒褐色粘質シル ト
:10YR1 7/1黒色粘質シル ト
:10YR1 7/1黒色粘質シル ト

粘性なし 締り中

粘性ややあり 締 り強
粘性ややあり 締 り強
粘性ややあり 締 り強
粘性ややあり 締 り強
粘性ややあり 締 り5a
黄色細社砂混入 粘性なし 締り中
黄色シル トブロック少量混入

¶

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

騰司24600訓

R6140H―一H´
1:25Y3/1黒褐色粘質シル ト 粘性ややあり 締 り強
2:25Y4/4オ リーブ褐色粘質シル ト 粘性ややあり 締 り強
3:25Y3/3暗 オリーブ掲色粘質シル ト 粘性ややあり 締 り強

卜L E24600m引

6K13q                             6

G139G― G′
:25Y2/1 黒色粘質シル ト 細粒砂含む 十和田a降下火山灰含む 粘性なし 締 り強
:25Y3/1 黒掲色粘質シル ト 十和田a降下火山灰ブロック混入 粘性なし 締 り強
:10YR2/3黒 褐色粘質シル ト 粘性ややあり 締 り強
:5Y3/1 オリーブ 黒色粘質シル ト 粘性ややあり 締 り強
:10YR2/1黒 色粘質ンル ト 粘性ややあり 締 り強
:10YR2/2黒 掲色粘質シル ト 細粒砂混入 粘性なし 締 り中

清平面
0    1:40   1m

溝断面
0    1:20   50cm

R

1

2

3

4

5

6

6138D――D′

:25Y3/2 黒掲色粘質シル ト 粘性ややあり 締 り強
:7 5YR4/3掲色シル ト 細粒砂混入 粘性なし 締 り強
:5Y2/1  黒色粘質シル ト 粘性ややあり 締 り強
:25Y3/1 黒褐色粘質シル ト 粘性ややあり 締 り強
:25Y2/1 黒色粘質シル ト 粘性ややあり 締 り強
:10YR2/3黒 掲色粘質シル ト 粘性ややあり 締 り強

L=124600m

R G138 E― E′

1:10YR2/1 黒色シル ト 粘性なし 締 り強
2:10YR3/4 暗褐色シル ト 細粒砂混入 粘性な し 締 り強
3:loYR3/1 黒掲色粘質シル ト 粘性ややあり 締 り強
4.loYR1 7/1黒 色粘質シル ト 責掲色シル トブロック混入 粘性ややあり 締 り強

L=124600m

R

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

第38図 R G138・ 139。 140掘等呂本
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3 遺構と遺物

出土遺物 (第 39図、写真図版26)

掲載遺物は土師器甕の破片が 4点である。

129は土師器斐の破片で、体部のみ1/4以下残存する。外面はハケメ調整、内面はハケメ・ヘラナデ

調整である。埋土中からの出上である。

130は埋土中から出土 した土師器甕の破片である。底部のみ1/4以下残存する。内外面ともにハケメ

調整を施している。胎土・焼成ともに不良である。

131は土師器小甕の破片である。口縁部から体部にかけて1/4以下残存する。内外面ともにヨコナデ

調整である。埋土中からの出上である。

132は埋土中から出土 した土師器小甕の破片である。口縁部から体部にかけて1/4以下残存する。内

外面ともにヨコナデ調整である。

R G140溝跡

遺 構 (第 38図、写真図版 18)
A区 6K7c～ 6K9iに 位置する。底面の標高は126.20mで、 R G 1401ま R G138に切られてスタ
ー トし北西から南東に緩やかに下降しR G139に 切られ合流する。規模は長さ14m、 幅は50～ 80cm、

深さ15～ 18cm、 高低差は 5 cmで ある。黒ボク土層の黒色シル トに対 して埋土は褐色シルトである。埋

土上層には十和田 aテ フラを含む。溝の底面は平坦で壁は緩やかに外傾 し立ち上がる。出土遺物はな

く時期は不明である。

4 遺構外 出土遺物

掲載遺物 (第 40図、写真図版27)は土師器郭の破片が 1点、甕が 8点、甑が 1点、計10点である。

133は土師器甕破片である。国縁部から体部にかけて1/3残存 し、内外面ともにヘラナデ調整である。

胎土は粗 く、内面にコゲが付着する。

134は土師器杯破片で、体部から底部にかけて1/3残存する。内外面ともにミガキ調整で黒色処理さ

れている。底径7.4cmの大型の杯である。

135は土師器甕破片である。口縁部から体部にかけてlμ残存する。内外面ともにハケメ調整で、口

縁部と体部の境目に明瞭な段を有する。外面にススが付着する。

136は土師器甑破片である。体部から底部にかけて1/4以下残存 し、内外面ともにハケメ調整を施 し

ている。底部に 6個の穿孔を有しており、この内 2個は完形である。穿孔径は 5～ 7 mmで ある。色調

は橙色で、胎土は粗 く焼成は良好である。

137は土師器甕破片で、回縁部のみ1/4以下残存する。口縁部と体部の境 目に明瞭な段を有し、内外

面ともにヘラナデ調整である。

138は土師器甕破片で、体部のみ1/4以下残存する。内外面ともにハケメ調整である。胎土 。焼成 と

もに不良で、外面にススが内面にコゲが付着する。

139'141・ 142は土師器甕破片である。体部のみlμ以下残存する。外面に赤色顔料が内面に化粧土

が施されており、色調は外面が浅黄橙色、内面が褐灰色である。胎土は良好で焼成は不良である。

胎土や色調および内外面における顔料の付着状況からこれらは同一個体と思われる。

140は須恵器甕の体部破片である。外面はタタキ調整、内面はナデ調整である。胎土・焼成ともに

良好である。
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3 遺構と遺物
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

143は 凹石で、使用痕が 5ヶ所に見 られる。長さ16.7cm、 幅 19。 Ocm、 厚 さ10.8cm、 重量2310gを測る。

石質は奥羽山脈産の安山岩である。

第 2表 遺物観察表 (1)
鉄製品

掲載番号 図版 写図 出土遺構 種類 残存部位 長さ (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 備 考
RA085 鋤先 刃部 V字快れ

RA085 鋤先 刃部 V字狭れ

RA085 鋤先 刃部 29 6 V字袂れ

RA087 角釘 ほぼ完形 両端欠損

RA087 角釘 完形 1_1

RA087 不 明 主体部 穿孔有

RA090 刀 子 刃部～茎部 先端欠損

銭  貨
掲載番号 図版 写図 出土遺構 種  類 直径 (釦 ) 重 さ (g) 金属の種類 年 代

RD190 寛永通費 1636年以降

RD190 寛永通費 銅 1636年以降

RD190 寛永通費 1636年以降

RD190 寛永通費 銅 1636年以降

RD190 寛永通費 1636年以降

RD190 雁首銭 ? 1.ユ 銅 不明

土製品

掲載番号 図版 写図 出土遺構 種類 最大径 (cm) 最小径 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 備 考
RA084 紡錘車 8mm穿子し有

RA087 土 錘 3mm多手了し昇守

石  器
掲載番号 図版 写 図 出土遣構 種類 石  質 長さ (cm) 幅 (cm) 重量 (g) 産 地

遺構外 凹石 安山岩 2310 奥羽山脈
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第
3表
 
遺
物
観
察
表
(2
)

載 号
掲 香

図
版
写
図
出
土
遺
構
種
房
」
器
種
残
存
率

法
  
量
化
m)

調
  
整

色
  
調

月台
土
焼
成

備
  
考

口
径
底
径

器
高
器
厚

外
面

内
面

ク
ト
E三

内
面

断
面

1
RA
08
4
土
師
器
球
胴
甕

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

7 
5Y
R7
/8
黄
橙

75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙
10
YR
6/
2

灰
責
褐
O
○
木
棄
痕
 
黒
斑

2
10

RA
08
4
土
師
器
球
胴
甕

ハ
ケ
メ

回
転
ナ
デ
75
YR
7/
4

に
ぶ
い
橙
75
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐
10
YR
4/
1

褐
灰

○
○
ス
ス
・
黒
斑

3
11

RA
08
4
土
師
器
球
胴
賽

90
1)

ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

7 
5Y
R7
/6
橙

5Y
R6
/5
橙

7 
5Y
R7
/6
緒

△
○
木
棄
反
・
ス
ス

黒
斑

4
11

RA
08
4
土
師
器
球
胴
萎

2)
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ
10
YR
8/
3

涛
苦
潜

10
YR
7/
6

明
責
橙
10
YR
7/
2

に
ぶ
い
責
橙

△
○
黒
斑

5
11
19
RA
08
4
土
師
器
長
胴
甕

29
2

ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ
10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙
75
YR
7/
4

に
ぶ
い
橙
10
YR
6/
2

灰
責
橙

△
○

ス
ス
コ
ゲ
黒
斑

6
11

RA
08
4
土
師
器
長
胴
霊

(1
90
)

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

10
YR
6/
6

明
責
褐
10
YR
6/
6

明
責
褐

10
YR
6/
6

明
責
掲

○
O
黒
斑

7
RA
08
4
土
師
器

鉢
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

押
圧
痕

7 
5Y
R6
/6
橙

75
YR
6/
6
橙

75
YR
6/
6
橙

○
○
ス
ス
 
黒
斑

RA
08
4
土
師
器

小
甕

15
5

17
5

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

75
YR
4/
6

楊

75
YR
5/
3

に
ぶ
い
褐
75
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐

○
○
黒
斑

RA
08
4
土
師
器

小
甕

12
2

ケヽ
メ

ケヽ
メ

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
音
褐

10
YR
3/
4

に
ぶ
い
責
褐
10
YR
4/
1

楊
匠

×
○
調
整
痕
?

RA
08
4
土
師
器

甕
ケヽ
メ

ケヽ
メ

75
YR
4/
6
掲

7 
5Y
R5
/6
明
褐

7 
5Y
R5
/6
明
楊

△
ス
ス
・
支
脚

11
12

RA
08
4
土
師
器

甕
(2
42
)

(1
70
)

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

7 
5Y
R6
/6
橙

10
YR
6/
6

明
黄
褐

10
YR
6/
6

明
責
掲

○
○
黒
斑

RA
08
4
土
師
器
長
胴
奏

(1
96
)

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

上
稽
痕

7 
5Y
R5
/6

田
楊

75
YR
4/
6
褐

75
YR
5/
6

明
褐

○
○

ス
ス
コ
ゲ

12
RA
08
4
土
師
器
長
胴
密

(2
24
)
10
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ
75
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐
75
YR
6/
6
橙

10
YR
4/
3

に
ぶ
い
音
楊
O
○

ス
ス
コ
ゲ

RA
08
4
土
師
器
長
胴
霊

¢
2動

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

75
YR
5/
6

日
日
糸
昌

75
YR
4/
6
褐

10
YR
4/
6

楊
O
O
黒
斑

RA
08
4
土
師
器
長
胴
甕

r2
34
)

ケヽ
メ

ハ
ケ
メ

10
YR
5/
6

責
褐

7 
5Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐

10
YR
5/
6

責
楊

○
○
黒
斑

RA
08
4
土
師
器

郭
57

ミ
ガ
キ

内
黒
・
ミ
ガ
キ
10
YR
5/
6

黄
掲

N1
5
里

25
Y
首
灰

○
○
大
型
・
黒
斑

17
RA
08
4
土
師
器

イ
ミ
ガ
キ

内
黒
・
ミ
ガ
キ
7 
5Y
R6
/6
橙

7 
5Y
R1
 7
/1

里

75
YR
6/
6
橙

△
○
大
型
黒
斑

RA
08
4
土
師
器

17
T

ミ
ガ
キ

内
黒
・
ミ
ガ
キ
75
YR
5/
J

に
ぶ
い
掲
10
YR
1 
7/
1

里

10
YR
4/
1

褐
灰

○
○
黒
斑
 
ス
コ
リ
ア

RA
08
4
土
師
器

郭
(1
37
)

(5
0)

ヘ
ラ
ナ
デ
内
黒
・
ミ
ガ
キ
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
褐
10
YR
1 
7/
1

里

10
YR
4/
1

楊
辰

○
○
黒
斑

RA
08
4
土
師
器

甕
?

ケ
ズ
リ

ケ
ズ
リ

7 
5
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙
10
YR
7/
3

に
ぶ
い
責
橙
10
YR
7/
3

に
ぶ
い
責
澄

△
△

RA
08
4
土
師
器

甕
?

ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ
10
YR
5/
3

に
ぶ
い
昔
褐
75
YR
6/
4

に
ぶ
い
給
10
YR
5/
3

に
ぶ
い
掲

△
○

ス
ス

RA
08
4
土
師
器

甕
?

鬱
つ
10
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

7 
5Y
R4
/6
褐

10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
褐
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
褐

△
木
葉
痕
・
黒
斑

RA
08
5
土
師
器

奏
9)

(1
93
)

ヘ
ラ
ナ
デ
ハ
ケ
メ

75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙
75
YR
6/
J

に
ぶ
い
橙
75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙

○
○
ス
ス
・
黒
斑

RA
08
5
土
師
器

邦
は
7)

ヘ
ラ
ナ
デ

ケ
ズ
リ

内
黒
・
ミ
ガ
キ
7 
5
YR
6/
6

沿

7 
5Y
R2
/〕
里

10
YR
4/
1

楊
灰

○
○
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観
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表
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掲
載
番
号
図
版
写
図
出
土
遺
構
種
 
別
器
種
残
存
率

法
  
量
lm
)

調
  
整

色
  
調

胎
土
焼
成

備
  
考

口
径
底
径
器
高
器
厚

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

RA
08
5
土
師
器

郭
ミ
ガ
キ

内
黒
・
ミ
ガ
キ
10
YR
4/
1

楊
辰

10
YR
2/
1

里

10
YR
4/
1

楊 『

○
△
黒
斑

RA
08
5
土
師
器

甕
?

⑬
7)
ヘ
ラ
ナ
デ

10
YR
4/
2

灰
責
褐
75
YR
5/
6

明
褐

75
YR
5/
6

明
掲

○
△

RA
08
5
土
師
器

甕
?

ナ
デ

ナ
デ

10
YR
5/
3

に
ぶ
い
黄
褐
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
褐
10
Yr
5/
4

に
ぶ
い
責
掲
○
○

RA
08
5
土
師
器

餐
?

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ケ
ズ
リ

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
萱
精
10
YR
5/
3

に
ぶ
い
黄
橙
10
Yr
5/
3

に
ぶ
い
責
橙

△
○
赤
色
顔
料
付
着

RA
08
5
土
師
器

甕
?

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ケ
ズ
リ

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙
10
YR
5/
3

に
ぶ
い
責
橙
10
Yr
5/
3

に
ぶ
い
責
橙
○
○
赤
色
顔
料
付
着

RA
08
5
土
師
器

養
(2
08
)

(1
02
)

ヨ
コ
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

5Y
R7
/8
橙

2 
5Y
R6
/8
橙

5Y
R7
/8
潜

△
○
カ
マ
ド
燃
焼
言
Ь

RA
08
5
土
師
器

小
甕

(6
5)

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
記
号

10
YR
4/
4

楊

75
YR
4/
6

堰

75
YR
3/
4

明
褐

○
△
回
転
糸
切
痕

RA
08
5
土
師
器

邦
5Y
R6
/6
橙

5Y
R6
/8
橙

5Y
R6
/6
橙

○
○
回
転
糸
切
痕

RA
08
6
土
師
器

賓
(2
17
)

回
転
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ
75
YR
7/
4

に
ぶ
い
橙
75
YR
7/
4

に
ぶ
い
橙
75
YR
7/
4

に
ぶ
い
橙

○
○

RA
08
6
土
師
器

小
賽

(1
26
)

(―
)

回
転
ナ
デ
ハ
ケ
メ

7 
5Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙
75
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙

○
○

RA
08
6
上
師
器

イ
(1
30
)

回
転
ナ
デ

ハ
ケ
メ

回
転
ナ
デ
75
YR
4/
3
掲

75
YR
4/
3

楊

7 
5Y
R4
/3
褐

○
○

RA
08
6
土
師
器

杯
(2
2)

回
転
ナ
デ
内
黒
・
ミ
ガ
キ
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
責
褐
10
YR
1/
7/
1

に
ぶ
い
責
楊
10
YR
4/
ユ

堰
扉

○
○
回
転
糸
切
痕

RA
08
6
土
師
器

郭
06
)
(1
7)

回
転
ナ
デ

ハ
ケ
メ

回
転
ナ
デ

5Y
R4
/6
赤
楊

5Y
R4
/6
赤
褐

5Y
R4
/6
赤
褐

○
○
回
転
糸
切
痕

17
RA
08
6
土
師
器

不
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
7/
6
橙

75
YR
7/
6

活

75
YR
7/
6
精

○
○

RA
08
7
土
師
器
球
胴
奏

17
3

⑬
7)
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

7 
5
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐
75
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐
75
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐

○
○
ス
ス
・
コ
ゲ
・
黒
斑

RA
08
7
土
師
器

霊
21
7

28
3

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
10
YR
6/
6

明
責
褐
75
YR
6/
3

に
ぶ
い
褐

△
△
支
脚
反
 
木
葉
反

ス
ス
・
コ
ゲ
 
黒
斑

21
RA
08
7
土
師
器

奏
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

7 
5Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐
75
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R5
/4

に
ぶ
い
掲

○
○
輪
積
痕
 
ス
ス

RA
08
7
土
師
器

奏
(1
74
)

11
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙
10
YR
7/
6

明
黄
掲
10
YR
7/
6

明
責
褐

△
○
木
葉
痕
・
黒
斑

ス
ス

RA
08
7
土
師
器

甕
(1
78
)

26
2

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ
10
YR
7/
6
橙

10
YR
7/
6
橙

10
YR
7/
6
橙

○
○
ス
ス
 
黒
斑

RA
08
7
土
師
器

甕
ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

5Y
R5
/6
明
赤
褐
75
YR
6/
6
橙

75
YR
4/
ユ

楊
辰

△
△
木
棄
痕
 
ス
ス

コ
ゲ

RA
08
7
土
師
器

奏
22
8

ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

7 
5
YR
5/
6

明
褐

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
責
橙
10
YR
7/
4

に
ぶ
い
音
沿
O
○
ス
ス
 
コ
ゲ
・
黒
斑

RA
08
7
土
師
器

奏
78
¢
2働

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

10
YR
7/
6

明
黄
褐
10
YR
6/
3

に
ぶ
い
音
精
10
YR
7/
6

明
黄
褐

○
○
木
棄
痕
 
ス
ス

コ
ゲ
 
黒
班

21
RA
08
7
土
師
器

鉢
(1
91
)

(1
40
)

ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ
75
YR
7/
4

に
ぶ
い
橙
10
YR
8/
4

浅
黄
橙

10
YR
5/
1

褐
灰

△
○
ス
ス
 
コ
ゲ
 
黒
斑

RA
08
7
土
師
器

小
養

(1
14
)

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

75
YR
4/
6

楊

75
YR
4/
6

楊

75
YR
5/
6

日
月
来
夙

○
○
カ
マ
ド
支
脚
 
ス
ス

黒
群

貿 　 蒔 Ｉ 離 蔀 偕 離 肝 離 ミ

― い い ―
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第
5表
 
遺
物
観
察
表
(4
)

載 号
掲 番

図
版
写
図
出
土
遺
橋
種
 
別
器
 
種
残
存
率

法
  
量
化
m)

調
  
整

色
  
調

胎
土
焼
成

備
  
考

口
径
底
径
器
高
器
厚

タ
ト
雇写

内
面

タ
ト
雇写

内
面

断
面

RA
08
7
土
師
器

霊
12
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ
10
YR
4/
3

に
ぶ
い
責
掲
10
YR
5/
6

責
褐

10
YR
4/
4
掲

×
×
ス
ス
・
黒
斑

RA
08
7
土
師
器

小
甕

(1
20
)

ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

7/
5
YR
4/
3

田
楊

10
YR
5/
3

に
ぶ
い
責
袴
10
Yr
5/
3

に
ぶ
い
1責
精

△
△
木
葉
痕
・
黒
斑

RA
08
7
土
師
器

卜
甕

11
3

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

7 
5Y
R5
/6
明
褐

7 
5Y
R5
/6
明
褐

10
YR
3/
2

黒
褐

○
○
ス
ス
・
コ
ゲ
・
黒
斑

RA
08
7
土
師
器

不
16
9

ミ
ガ
キ

内
黒
・
ミ
ガ
キ
10
YR
6/
6

明
責
褐

10
YR
1 
7/
1

里

10
YR
4/
4
褐

○
○
黒
斑

RA
08
7
土
師
器

杯
12
6

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ
内
黒
・
ミ
ガ
キ
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
橙
阻 里

25
Y4
/1

音
辰

○
○
ス
ス

RA
08
7
土
師
器

杯
(1
52
)

5,
1

ミ
ガ
キ

ケ
ズ
リ

内
黒
・
ミ
ガ
キ
10
YR
6/
6

田
苦
楊

10
YR
1 
7/
1

里

10
YR
4/
ユ

掲
灰

○
○
黒
斑

RA
08
7
土
師
器

甕
(1
78
)

(1
65
)

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

5Y
R5
/6
明
赤
褐
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
褐
75
YR
5/
6

明
褐

△
○

RA
08
7
土
師
器

甕
(1
53
)

(1
30
)

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

5Y
R5
/6
明
赤
褐
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
褐
75
YR
5/
6

明
褐

△
○

RA
08
7
土
師
器

甕
75

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ
75
YR
5/
6

明
褐
75
YR
6/
6
橙

75
YR
6/
6

緒
△
○

RA
08
7
土
師
器

奏
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ
75
YR
6/
6

捨

75
YR
6/
6

活

7 
5Y
R5
/6
明
掲
O
O
カ
マ
ド
支
脚

RA
08
7
土
師
器

甕
?

俗
8)

ヘ
ラ
ナ
デ
ケ
ズ
リ

10
YR
5/
4

に
ぶ
い
責
褐
10
YR
5/
2

灰
責
褐
10
YR
5/
2

灰
責
褐

○
△

RA
08
7
土
師
器
小
甕
?

71
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

75
YR
2/
ユ
里

7 
5Y
R4
/2
灰
褐

7 
5Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐

△

RA
08
7
土
師
器

不
07
)

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
内
黒
・
ミ
ガ
キ
10
YR
5/
3

に
ぶ
い
黄
掲
10
YR
2/
1

里

10
YR
4/
1

褐
灰

○
○

RA
08
8
土
師
器

邦
(1
80
)

e2
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

5Y
R6
/6
橙

5Y
R6
/6
橙

5Y
R6
/6
潜

○
○

71
RA
08
8
土
師
器

奏
02
④

(1
03
)

回
転
ナ
デ
カ
キ
ロ

5Y
R4
/8

未
楊

5Y
R4
/5

未
楊

5Y
R4
/5

未
梱

△
△

ス
ス

RA
08
8
土
師
器

甕
(2
10
)

ヨ
ヨ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

5Y
R5
/8

田
未
楊

5Y
R5
/8
明
赤
楊

5Y
R5
/8
明
赤
掲

×
△

RA
08
8
土
師
器

郭
(1
52
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

7 
5Y
R6
/6

措

5Y
R5
/4

に
ぶ
い
赤
褐
5Y
R5
/4

に
ぶ
い
赤
褐
○

○

RA
08
8
土
師
器

邪
(1
42
)

(3
7)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

7 
5Y
R6
/6

沿

7 
5Y
R1
7/
1

里

75
YR
6/
6
橙

○
○

RA
08
8
土
HF
器

不
(1
40
)

e2
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

5Y
R3
/6
暗
赤
褐

5Y
R3
/6
暗
赤
褐

5Y
R3
/6
暗
赤
褐

○
○

RA
08
8
土
師
器

杯
7 
5Y
R6
/6
橙

25
YR
2/
1

里

10
YR
4/
4

拐
○

○
回
転
糸
切
痕

RA
08
8
土
師
器

甕
お ）

7 
5Y
R6
/6

活

7 
5Y
R7
/6
搭

75
YR
7/
6
橙

×

RA
08
8
土
師
器

杯
(1
30
)

(2
9)

回
転
ナ
デ
ミ
ガ
キ

10
YR
3/
ユ

黒
掲

10
YR
1 
7/
1

里

10
YR
4/
ユ

楊
辰

△
△

RA
08
8
土
師
器

不
(1
36
)

回
転
ナ
デ

ガ
キ

75
YR
6/
6
橙

75
YR
6/
6
橙

7 
5Y
R6
/6
橙

○
○

RA
08
8
土
師
器

イ
(1
16
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
6

括

75
YR
6/
6
橙

75
YR
6/
6
橙

○
○
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察
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)

載 号
掲 番

図
版
写
図
出
土
遺
構
種
 
別
器
 
種
残
存
率

法
  
量
に
n)

調
  
整

色
  
調

胎
土
焼
成

備
 
考

口
径
底
径
器
高
器
厚

クト
面

内
面

外
面

内
面

断
面

RA
08
8
土
師
器

杯
(1
22
)

00
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
7/
6
橙

75
YR
7/
6
橙

75
YR
7/
6
橙

○
○

RA
08
8
土
師
器

郭
(1
42
)

(2
4)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
5/
3

に
ぶ
い
褐
75
YR
5/
3

に
ぶ
い
掲
75
YR
5/
6

明
褐

○
○

RA
08
8
土
師
器

郭
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
6

搭

75
YR
6/
6

潜

75
YR
6/
6

搭
○
○

RA
08
8
土
師
器

郭
90
)

回
転
ナ
デ

ガ
キ

10
YR
5/
3

に
ぶ
い
黄
褐
10
YR
1 
7/
1

里

10
YR
4/
1

褐
灰

○
△
回
転
糸
切
痕

RA
08
9
土
師
器
高
台
付
JT
h

(2
7)

回
転
ナ
デ
内
黒
ミ
ガ
キ
5Y
R5
/6
明
赤
褐
75
YR
17
/1

里

75
YR
5/
6

明
褐

○
△
回
転
糸
切
後
高
台

接
着

RA
08
9
土
師
器

邦
(2
7)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
6
橙

75
YR
6/
6

活

75
YR
6/
6

潜
○
○
回
転
糸
切
痕

RA
08
9
土
師
器

不
回
転
ナ
デ
ヨ
ヨ
ナ
デ
75
YR
7/
6

沿

75
YR
7/
6

給

10
YR
5/
1

楊
F

○
○

RA
08
9
土
師
器

奏
?

ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

75
YR
4/
6

楊

75
YR
5/
6

田
楊

75
YR
5/
6

明
褐

△
△

RA
08
9
土
師
器

郭
05
ヘ
ラ
ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
75
YR
7/
6

措

75
YR
7/
6

持

75
YR
7/
6
橙

○
○
高
台
剥
落
?

RA
08
9
土
師
器

不
(1
69
)

(2
9)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

7 
5Y
R4
/3
褐

7 
5Y
R4
/3
掲

75
YR
4/
3
褐

○
△

RA
08
9
土
師
器

lT
h

(1
50
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙
7 
5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙
7 
5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙

○
○

RA
08
9
土
師
器

郭
(1
55
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
4/
6
褐

75
YR
4/
6
掲

7 
5Y
R4
/6
褐

○
○

RA
08
9
上
師
器

杯
75
YR
7/
6
橙

75
YR
7/
6

搭

7 
5Y
R7
/6

括
O
○
回
転
糸
切
痕

RA
08
9
土
師
器

郭
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
6

緒

75
YR
6/
6
橙

7 
5Y
R6
/6
橙

○
○

RA
08
9
土
師
器

不
04
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
75
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐
75
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R6
/6
橙

○
○

RA
08
9
土
師
器

不
(1
40
)

(2
5)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙
10
YR
7/
4

に
ぶ
い
責
橙
10
YR
7/
4

に
ぶ
い
責
橙
○
○

RA
08
9
土
師
器

甕
?

(2
40
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
4/
3

楊

75
YR
4/
3
褐

7 
5Y
R4
/3
褐
○
○

RA
09
0
土
師
器

1/
T

(1
42
)

(3
9)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
7/
6

希

75
YR
7/
6
橙

75
YR
7/
6
橙

○
○

RA
09
0
土
師
器

郭
回
転
ナ
デ
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
褐
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
褐
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
褐

△
△
回
転
糸
切
痕

27
RA
09
0
土
師
器

イ
(1
47
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙
75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙
75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙

○
○

RA
09
0
土
師
器

イ
(1
30
)

(1
30
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

5Y
R6
/8
橙

5Y
R6
/8
橙

5Y
R6
/8
橙

×
△

RA
09
0
土
師
器

小
甕

⑬
2)

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

7 
5Y
R4
/3

楊

75
YR
3/
1

里
楊

75
YR
3/
1

黒
褐

○
○

RE
01
6
土
師
器

郭
(1
36
)

回
転
ナ
デ
内
黒
・
ミ
ガ
キ
75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙
10
YR
1 
7/
1

里

10
YR
3/
3

暗
褐

○
○
切
り
離
し
後
調
整

RE
01
6
土
師
器

甕
?

ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ
75
YR
4/
2
橙

10
YR
4/
2

灰
責
褐

7 
5Y
R4
/2
橙

△
△
底
部
ヘ
ラ
記
号

貿 　 辟 μ 肺 謙 卜 と 肝 前 さ

― 獣 ―
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遺
物
観
察
表
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)

載 号
掲 香

図
版
写
図
出
土
遺
構
種
 
別
器
 
種
残
存
率

法
  
量
(c
m)

調
  
整

色
  
調

河台
土
焼
成

備
  
考

口
径
底
径
器
高
器
厚

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

RE
01
6
土
師
器

甕
(1
30
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

10
YR
4/
4

楊

75
YR
7/
6

活

7 
5Y
R7
/6

活
○
○

RD
18
8
土
師
器

甕
(1
69
)

(2
62
)

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

相
席
席

25
YR
4/
6

未
楊

25
YR
6/
8
橙

25
YR
6/
8
橙

○
○
ス
ス
 
黒
斑

RD
19
0
土
師
器

甕
(2
28
)

(1
57
)

ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ

7 
5Y
R6
/6
橙

75
YR
6/
6
橙

7 
5Y
R6
/6
橙

△
△

RD
19
0
土
師
器

奏
98
の

07
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

ケ
ズ
リ

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
橙
10
YR
4/
2

に
ぶ
い
責
褐
○

○

RD
19
0
土
師
器

不
(2
9)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

5Y
R6
/6
橙

5Y
R6
/6
活

5Y
R6
/6
活

○
○

RD
19
0
土
師
器

杯
(1
3ω

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
責
褐
OY
R5
/4

ぶ
い
萱
褐
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
責
褐
○

○

RD
19
0
土
師
器

郭
(3
1)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

7 
5Y
R4
/6
褐

OY
R5
/3

ぶ
い
黄
褐
10
YR
3/
2

黒
褐

○
○
回
転
糸
切
痕

RD
19
0
土
師
器

郭
(5
6)

回
転
ナ
デ
ミ
ガ
キ

25
YR
5/
6

明
赤
褐

7 
5Y
R4
/8

に
ぶ
い
褐
25
YR
4/
8

赤
掲

○
○
切
り
離
し
後
調
整

RD
19
0
土
師
器

郭
92
2)

ヨ
コ
ナ
デ
ヨ
ヨ
ナ
デ
75
YR
6/
6

沿

75
YR
6/
6
橙

7 
5Y
R6
/6
橙

△
○

RD
19
0
土
師
器

不
(1
56
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
褐
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
責
褐
10
YR
4/
3

に
ぶ
い
責
掲
○
○
回
転
糸
切
痕

RD
19
0
土
師
器

郭
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
精
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
橙
O
○
回
転
糸
切
痕

RG
13
8
土
師
器

郭
¢
18
)

(1
50
)

ハ
ケ
メ

ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ
75
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R6
/8
橙

10
YR
5/
2

灰
責
褐

○
○
ス
ス
・
黒
斑

RG
13
8
土
師
器

不
(1
52
)

(5
5)

回
転
ナ
デ
内
黒
・
ミ
ガ
キ
75
YR
5/
4

に
ぶ
い
褐

Ｎ
２ 里 一

10
YR
4/
ユ

褐
灰

○
○
黒
斑

RG
13
8
土
師
器

甕
(8
4)

ヘ
ラ
ナ
デ
ケ
ズ
リ

5Y
R5
/2
仄
褐

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
橙
10
YR
4/
ユ

褐
灰

×
ス
ス

RG
13
8
土
師
器

小
甕

(7
6)
¢
8)

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

7 
5Y
R4
/6
掲

7
5Y
R6
/6
澄

75
YR
6/
6

潜
△

△
ス
ス

12
3

RG
13
8
土
師
器

甕
?

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ

7 
5Y
R7
/6
橙

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
橙
10
YR
4/
ユ

褐
灰

○
○

RG
13
8
土
師
器

甕
(1
65
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

7 
5Y
R7
/6
橙

7 
5Y
R7
/6
給

10
YR
4/
1

掲
灰

△
○

12
5

RG
13
8
土
師
器

杯
(1
32
)

は
3)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
8
搭

7 
5Y
R6
/8
橙

75
YR
6/
8
橙

○
○

RG
13
8
土
師
器

郭
ケ
ズ
リ

内
黒
・
ミ
ガ
キ
75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙

Ｎ
２ 里 〔

75
YR
7/
6

活
○
○
黒
斑

RG
13
8
土
師
器

イ
e5
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

OY
R6
/4

ぶ
い
責
橙
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
袴
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙
○
○

12
8

RG
13
8
土
師
器

必
e5
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

OY
R6
/4

1ぶ
い
黄
橙
10
YR
6/
5

に
ぶ
い
責
橙
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
橙
O
○

RG
13
9
土
師
器

甕
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

75
YR
4/
6
掲

75
Y3
/2

里
楊

7 
5Y
R4
/6
褐

○
○

RG
13
9
土
師
器

奏
?

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

10
YR
5/
2

灰
黄
褐

7 
5Y
R5
/4

に
ぶ
い
掲
75
YR
6/
6
橙

△
△

RG
13
9
土
師
器
小
甕
?

ヨ
コ
ナ
デ
ヨ
ヨ
ナ
デ

7 
5
YR
6/
6

括
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めとまV

1遺 構

(1)第 25次調査 との関係

平成16年度、本宮熊堂B遺跡第27次調査 (盛岡市)と 本宮熊堂B遺跡第25次調査 (国土交通省)は

並行 して発掘調査が行われ、今次調査A区北端は第25次調査区と接する。標高差は20～ 30cmを 以って

今次調査区が高い。第25次調査においては、古代の竪穴住居跡カン3棟確認されている (奈良時代22棟、

平安時代 15棟、時期不明 6棟 )。 調査区境にまたがり共通する遺構は十和田 aテ フラを含むR G138溝

跡とR D 189近世土坑である。

第25次調査と合わせて想定されることは、奈良時代、平安時代の住居跡ともに一定の場所でまとま

りをもって存在するということである。奈良時代の竪穴住居跡は大型の住居を中心に、周 りに小型の

住居を配置する形で存在する (第 42図 )。 住居間の距離は10m以内である。 R△ 084・ R A085'RA

087竪穴住居跡はこのまとまりに含まれる小型の住居跡である。まとまりの中心になる大型の住居は

第25次調査のR A098竪 穴住居跡である。規模は東西5.58m、 南北6.01m、 深さは最大で49cmを 測る。

他の住居よりも20～ 30cm高い場所に立地する。このような集落のまとまりが、奈良時代で 3カ 所、平

安時代で 1～ 2(?)力 所認められた。

さらに、奈良時代の集落は河岸段丘面の縁に沿って帯状に存在し、平安時代の集落はそれよりも南

側に存在する。集落は奈良時代から平安時代へと時間の経過とともにやや南に移動 していることがわ

かった。そして、平安時代になると住居の大きさはほぼ統一され差異が見られなくなる (註 3)。

(2)調 査 区及び遺構 の特徴

全体地形から見た調査区及び遺構の特徴について述べる。

今次調査区はA区、B区、 C区 に分かれ総調査面積は3,661〆である。A区 は北西寄 りに位置し三

角形を呈している。面積は2,113m2、 平均標高は124.00mで ある。本遺跡は雫石川が形成した扇状地形

の低位河岸段丘上にあり、A区の南端は段丘の変換点に当たる。変換点に沿うように現況では水路に

なっていた。そして、地形の落ち込みは旧河道となる。旧河道には黒ボク土層が堆積 し黒 く帯状を成

している。規模は長さ71m、 幅 9～ H.5m、 最大層厚50cmを測る。黒ボク土層上には十和田 aテ フラ

を含むR G138。 139'140の溝跡 3条が東西に走る。

竪穴住居跡は 7棟検出しており3棟が奈良時代、 4棟が平安時代の竪穴住居跡である。奈良時代の

竪穴住居跡は旧河道の縁辺付近に位置し、平安時代の竪穴住居跡はそれよりも北方向にやや離れ 5～

30cm高 いところに位置する。R A084焼失住居とR A087の奈良時代の竪穴住居跡は良好に残存するが、

それ以外の竪穴住居跡は削平や攪乱を受けている。他に住居状遺構 R E016、 土坑 R D187～ 189、 墓

娠 R D 190を 検出した。古代から近世までの遺構があり集落と密接に関係するエリアであると言える。

B区は第20次調査に挟まれるエリアで、面積は1,128m2でぁる。平均標高は124.54mを 測る。両脇の

エリアからは古代の竪穴住居跡22棟が確認されている。しかし、B区 においては十和田 aテ フラを含

む溝跡 1条 R Gl10の みの検出であった。第20次調査区とは全 く接するわけであるが、ピット1個 も

存在せず遺構の空白域であった。このエリアは広場的な意味合いを有 し多目的に利用されたのではな

いかと想像される。

C区は現況水路に当たり、面積は420m2、 平均標高は124.59mで ある。遺構は検出せず出土遺物は
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2 遺物

土師器の小破片が 2点だけであった。

(3)ま  と め

住居群の位置関係についてだが、奈良時代は旧河道の付近且つ段丘面の縁にそって住屋が存在する

ことがわかった。さらに、集落はやや標高の高い場所に位置する大型住居を中心として周 りに小型住

居を配置する形で構成されていることも見えてきた。 R Ao84・ 085・ 087は小型住居に当たる。平安時

代の住居群はそれよりもやや南に位置し、住居の規模はほぼ統一される。

黒ボク土層面において十和田 aテ フラを含むR G138～ 140溝跡を良好な状態で検出できた。黒ボク

土層は旧河道跡に生成される土壌として雫石川流域でよく見られる。黒ボク土層中に遺構・遺物は無

いものと見て除去または無視することがあるが、火山灰 (十和田 aテ フラ)を手がかりに削平するこ

となく検出できたことは一つの成果であったと考えている (註 5)。

(1)土 師器 の細分比較

遺物の大部分は奈良時代の 3棟の竪穴住居跡から出上した土師器の甕と杯である。その内、まとま

って遺物が出上したR A084と R Ao87の 2棟について比較検討し考察を加えることにした (表はRA

085を含む)。

分類基準は、器種で分けて郭・甕・鉢とした。さらに器種を細分し、杯については体部の中位に段

を有するものを I群、下位に段を有するものをⅡ群、段が無いものをⅢ群とした。さらに口縁部の外

形で細分し口縁部が外反するものを a、 タト傾するものを b、 屈曲するものを cと した。甕は I群長胴

甕、Ⅱ群中間甕 (長胴甕と球胴甕の中間に位置する奏で体部にふ くらみを有する)。 Ⅲ群球胴甕、Ⅳ

群小奏とした。そして、それぞれについて口縁形が外反するものを a、 外傾するものを b、 屈折する

ものを cと した。鉢は 2点であるので器種の細分をせず、口縁形が外反するものを a、 外傾するもの

を b、 屈曲するものを cと した。

まずは、 R A084と R A087の竪穴住居跡について器種の共通点と差異を検討する。共通して言える

ことは、杯、長胴甕、球胴甕、小奏、鉢がそれぞれで出土していることである。 R☆ 087のイ58は小

型で平底であると思われる。それ以外のR A084と R Ao87の杯は九底で僅かでも段を有することから

お互いが類似する。

R A084と R A087の両者から出土した甕の口径は16～ 21cm、 器高は25～ 28cmを 測 りそれほど大きな

差異はない。ただし、体部中央が膨らむ中間甕はR A0841こ あつてR A087に は無い。さらに口縁形で

見てみると、郭はタト傾する bタ イプと内湾する cタ イプに分けられる。甕と鉢は、口縁部がはつきり

と外反する aタ イプ、タト傾するbタ イプ、屈折する cタ イプに分かれる。また、 bタ イプはaと cの

どちらかのタイプに寄る。長胴甕で言えば、屈折する cタ イプはR A087か らは43。 45。 48の 3点出

土しているがR A084に は無い。球胴甕は外反する aタ イプがR A084か ら出上している。小甕と鉢は

bタ イプ又は cタ イプである (註 4)。

この回縁形 abcの タイプの分類から見えてきたことは、口縁形と胎上、整形との間には決まった

関係性が見られるというころである。まず外反する aの タイプであるが、顎部は無段で口縁部と体部

の境目に明瞭な段を有する。器厚は0.7～ 1.Ocmと 厚 く、胎土焼成とも良好で硬 く締まるものが多い。

R A084の 12・ 13。 15は好例である。一方、屈折する cタ イプは顎部に 1～ 3条の段を有する。口唇

部の端部に沈線を有するものもある。器厚は0.6～ 0.7cmと 薄 く胎土は粗 く焼成も不良であるが、丁寧

物遺
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な整形が施されている。ススやコゲが付着するものがあり使用頻度は高かったと思われる。 R A084

の 2・ 5、 R A087の 43・ 45。 46・ 48は好例である。また、タイプbは aか bどちらか寄りの傾向を示

す。甕と鉢に限って総じて言えることは、 R Ao84は aま たは b― aタ イプが主流 (6/H点 )であり、

R A084は cま たは b― cタ イプが主流 (7/11点 )を成しているということである。

イについて言えることは、体部に段を持つ内黒九底が R A084、 R A087共 に主体であるが、内面に

段を持つ古手と思われる不がR Ao84か ら出上しているのに対して、R Ao87か らは、小ぶりで平底の

新し目の杯が出土している。この 2点だけを取ればR A084の 方がやや古いと言えそうだが、時間差

を決定するには極めて弱い。両竪穴住居跡ともに、時期は7世紀末葉から8世紀初頭であろうと推測

される。

(2)酒 美平遺跡 Ⅱとの遺物比較
第 9表で本宮熊堂B遺跡第27次調査竪穴住居跡 R A084・ R A087の 出土土器と青森県八戸市酒美平

遺跡Ⅱ竪穴住居跡 S117・ S118の 出土土器を比較した。酒美平追跡Ⅱは遺物の特徴から飛鳥～奈良

時代の遺跡で、本宮熊堂B遺跡第27次調査の 7世紀末葉から8世紀初頭の時期と重なる。

酒美平遺跡 I S 117の 2は口径18.Ocm、 4は 16.6cm、 体部に段の無い大型の郭である。甕では長胴

奏・球月同奏・小甕が出上している。 5の球胴甕は口縁端部が屈折する。体部はヨコナデの後にミガキ

調整が施され丁寧に整形されている。胴部外面の中央部分と口縁部、内面の中央部分にはススが付着

し使用頻度が高かったと推測される。

第 9表 土器細分一覧
器 種 器種の細分 口縁形 R A084 R A085 R A087 S117 S118

杯

I群段中

A:外反

B:外傾 18 。 19

c:内湾 *2

Ⅱ群段下

A:外反

B:外傾

C:内湾 (28) 56・ 57

Ⅲ群段なし

A:外反

B:外傾 65 *2・ *4

c:内湾 16 4

甕

I群長胴奏

A:外反 12・ 46・ 59・ 60 *11 ・ 12

B:外傾 。6。 (14) 47・ 49・ 62 *9' 10 8・ *9。  10・ *lC

C:屈折 27 44・ 45。 48 *12

Ⅱ群中間甕

A:外反

B:外傾

C:屈折

Ⅲ群球胴甕

A:タトサ更

B:外傾 1 43

C:屈折 2

Ⅳ群小奏

A,外反 *6

B:外傾 *7

C:屈折 9 *6

鉢

A:外反

B:外傾 7

C:屈折
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第42図  R A084・ 087竪穴住居跡遺物出土状況
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第43図  R A084・ 087竪穴住居跡土器集成図

-63-



S117 竪穴住居跡 S l18 竪穴住居跡
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2 遺物

-64-
第44図  S117・ 18竪穴住居跡土器集成図
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同じくS118の 1は杯で口縁端部が外反する。 2と 3の郭は回径が17cm以上で大型である。甕は S

118においても同様、長胴甕・球胴甕・小甕が出土している。供膳具としての杯、煮沸具としての長

胴甕・小甕、貯蔵具としての球月同甕。これら土器の関係は同一時間幅の内で日常的に使用されたこと

を意味する普遍的セット関係と考える。12の甕の口縁は屈折 しその端部に僅かな袂れ調整が見られる。

同様の狭れ調整が R A084、 RA087の 中にも見られる。

R A084・ 087、 S117'18が存在した 7世紀末葉～ 8世紀前葉には両地域ともに東北中部または南

部の影響がより強く波及していると考えられる (註 6)。

(3)ま と め
掲載点数はR Ao84が23点、R Ao87が 27点である。両竪穴住居跡から出土した遺物は、量的な多さ

だけでなく残存状態が良好であったため、どのような土器のセット関係をもって同一時間幅の中で使

用されていたのかを把握するのに好例であった。また、同時期である青森県八戸市酒美平遺跡Ⅱの上

器と比較分析することによって、より普遍的な土器のセット関係について確認することができた。細

分分析に至っては、口縁が屈折する甕は丁寧な整形が施されており、スス等が多く付着していること

から使用頻度が高かったものと考えている。口縁が屈折するcタ イプの甕は器厚が薄く火のまわりが

良く重宝されたものと推測する。類似する土器が青森県八戸市酒美平遺跡Ⅱから出上していることに

鑑み、文化的な影響関係があったものと考えられる。二戸市荒谷A遺跡 。同市上田面遺跡の出土甕類

の中に口縁部が屈折するcタ イプと類似するものが見られる (註 7)。 また、同時期の郭や甕の外形

的特徴を捉えると、仙台市郡山遺跡・蔵王町塩沢北遺跡 (7世紀後葉から8初頭)、 仙台市六反田遺

跡・下ノ内遺跡 。利府町郷楽遺跡 (8世紀前半)の上器に類似するところがある (註 8)。 東北北部

のみならず中部 。南部の文化的影響をも少なからず受けていると思われる。

言主

(1)吉田・金子2004『本宮熊堂A遺跡第17次発掘調査報告書』 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター453集 pl引

用。<参考・引用文献>岩手県滝沢村教育委員会2000「岩手山の地質」滝沢村文化財調査報告書第32集/活断層研究会

1992「 日本の活断層」東京大学出版会/川村信人「日本列島最古の化石海洋プレートー早池峰帯の古生代付加体一」 /

地震調査研究推進本部地震調査委員会2001「北上低地帯西断層帯の評価」

(2)墓に銭貨を副葬する、いわゆる「六道銭Jの風習は、平安時代の中頃以降にわが国に広まった。浄土信仰における六道
絵によるものと考えられる。考古学的には、各地の古代末から鎌倉時代にかけての墓にこの風習の萌芽と思われる銭貨

の共伴事例が認められる。そして室町時代の後半頃には 6枚の銭貨を供える風習として一般化して、江戸時代に引継が

れてきたことが分かってきている (阿部・佐藤1997:p200)。

(3)本宮熊堂B第25次調査と合わせて遺構の関連から分かった成果である。本宮熊堂B第25次調査報告書を一読願いたい。
(4)こ こでいうタイプとはType=型式のことではなくタト形の意味で用いている。

(5)「黒ボク土 (黒色腐植質火山灰土)は、火山粉砕物 (軽石、火山灰、テフラ)の土壌化に伴い黒色の腐植が著しく集積

して形成された土壌である。火山活動の静穏期には被植が回復し、土壊生成作用で風化が進み腐植層が形成される。黒

色腐植層が生成される成因はテフラ中の活性アルミニュームとイネ科起源の植物珪酸体 (PoO)が結合し腐植化を促進

させるためである。したがって、黒色腐植層は草原植生下において進行する。草原植生は、自然あるいは人為的 (森林

伐採・火災・焼畑)に起こり得る。J(佐瀬1991:p49～ 52)

※上記は佐瀬氏の論文の一部を黒ボク土層の生成に関わり筆者が要約したものである。

(6)口縁の上端が屈折し受け口状になるタイプの上器R Ao84の 2、 R A087の 35、 S117の 5、 S118の 12は 7世紀後葉～

8世紀前葉の時期と考えられる (宇部2002:p251)。

(7)二戸市荒谷A・ 上田面遺跡・米沢遺跡、一戸町上野遺跡らの甕類の中に口縁が屈折し受け口状になるものが比較的多く
存在する。 (集落遺跡検討会2004:p9、 p17、 p36、 p39)

(8)【 7世紀後葉から8世紀初頭】
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2 遺物

仙台市郡山遺跡Ⅱ期官衛段階、蔵王町塩沢北遺跡 1・ 2号住居跡出土資料を基準とする。

【8世紀前半】

仙台市六反田遺跡 1・ 6・ 7号住居跡、下ノ内遺跡S lll住居跡、利府町郷楽遺跡第107住居跡出土資料を基準とする。

(本すE日 2000:P45、 47、 48)

引用 。参考文献

田中琢 1988『 形式学の問題・日本考古学を学ぶ (1)』 有斐閣

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2004『本宮熊堂A遺跡第17次発掘調査報告書』453集

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2004『本宮熊堂B遺跡第13・ 15。 20次発掘調査報告書』第467集

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2004『細谷地遺跡第8次発掘調査報告書』第454集

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2004『下構遺跡第2次発掘調査報告書』第446集

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2004『島田Ⅱ遺跡第2～ 4次発掘調査報告書』第450集

青森県八戸市教育委員会 2000『 酒美平遺跡Ⅱ。人戸市埋蔵文化財センター調査報告書第88集』

青森県八戸市教育委員会 2002『 盲堤沢 (3)遺跡・八戸市埋蔵文化財センター調査報告書第92集』
阿部正光・佐藤敏幸 1997『近世の出土銭 I考古編・永井久美男編』1997兵庫県埋蔵銭調査会

宇部則保 2002『東北北部型土師器にみる地域性」「海と考古学とロマン・市川金丸先生古稀祈念献呈論集」刊行会

村田晃- 2002『飛鳥・奈良時代の陸奥北辺―移民の時代―』宮城考古学

斎藤隆。麻柄一志 1981「 近世印田墓」『魚津市埋蔵文化財報告書』第8集 魚津市教育委員会
鈴木公雄 1994「 念仏銭、題目銭と六道銭」『史学』第63巻第3号 三田史学会
集落遺跡検討会 2004「岩手県土師器集成」盛南産業株式会社

古代城柵官衛遺跡検討会 2005『第31回古代城柵官衛遺跡検討会資料集』

平尾政幸 1996「畿内の上師器甕の製作技法」『古代の土器研究―律令的土器様式の西・東4煮炊具―』古代土器研究会

佐瀬隆 1991『 黒色腐植層 (黒土層)の生成に関する覚書』「紀要Ⅸ」(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
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昭和22～23年頃の遺跡周辺の様子 (米軍撮影の空中写真 )

写真図版 1 空中写真 (1)
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遺跡遠景 (南から)

調査区空中写真 (南から)

写真図版 2 空中写真 (2)
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RA084住居跡 出土遺物

RA087住 居跡 出土遺物

写真図版 3 土器集合写真
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A区表土除去黒ボク上層検出状況 (東から)

C区調査前風景 (西から)
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写真図版 4 表土除去・調査前風景



爾
竪
斌
一
一・埒

A区基本層序 (南北 )

A区基本層序 (東西)

写真図版 5 基本層序
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平面 (東から)

断面 (南から)

断面 (西から)
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写真図版 6 RA084竪穴住居跡 (1)



焼失状況平面 (東から)

カマ ド煙道縦断面 (北から) カマド横断面 (東から)

カマ ド使用状況 (東から) カマド燃焼部断面 (東から)

RA084竪穴住居跡 (2)写真図版 7
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平面 (東から)

(東から)

煙道縦断面 (北東から) 煙道横断面 (南東から)
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写真図版 8 RA085竪穴住居跡



検出状況 (西から)

煙出し断面 (東から) 煙道縦断面 (北から)

カマ ド燃焼部断面 (西から)煙道横断面 (東から)

写真図版 9 RA086竪穴住居跡
-75-



肇 1鸞彎
=■

頂聰醸 |―1騨

彎強

"1崇

幹 麹 機 .:轡
鶴

/′
ド| | ―  |

弄麹課
‐ 「 
―

      |―擦酸F

i―
――
転 |: ●鞠∵t寝上

●,:

鶏 |IⅢⅢⅢII
IIIIIIIIIIII

平面 (東から)

断面 (南から)

断面 (東から)

写真図版10 RA087竪穴住居跡 (1)
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遺物出土状況 (東から) カマド横断面 (東から)

カマド縦断面 (東から) カマド使用状況 (東から)

P2断面 (南から) P3凶「F面  (F菊 力ゝら)

P4断面 (南から) P5断面 (東から)

写真図版1l RA087竪穴住居跡 (2)
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カマ ド横断面 (西から) カマ ド縦断面 (南から)

道■ii守
Pl断面 (東から) P2凶「臣可(Я罵から)

A区 (土層ベル ト含む)調査現状 作業風景
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写真図版12 RA088竪 穴住居跡・作業風景



平面 (西から)

南北断面 (西から)

東西断面 (北から)

写真図版13 RA089竪穴住居跡

断面 (東から)
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平面 (西から)

南北断面 (西から)

東西断面 (北から) 遺物出土 (西から)
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写真図版14 RA090竪穴住居跡



断面 (南から)

断面 (西から)

写真図版15 RE016住居状遺構
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RD187 耳二F団  (1と 力ゝら) RD190 遺物出土状況 (西から)

RD188 平面 (南東から) RD188 南Jピ断面 (西から)

RD189 平面 (南東から) RD189 検出状況 (西から)

RD189 東西断面 (南から)RD189 南】と断面 (東から)

-82-
写真図版 16 RD187・ 188・ 189。 190土坑
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RG138・ 139 平面 (東から)

RG138 C― C'断面 (西から)

RG138 F― P断面 (東から)

写真図版17 RG138・ 139清跡
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RG139 G― GI断面 (東から) RGl10 平面 。断面 (東から)

RG140 平面 (東から) RG140 H一 Hi断面 (西から)
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写真図版18 RGl10・ 139。 140溝跡



写真図版19 RA084竪穴住居跡出土遺物 (1)
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写真図版20 RA084竪穴住居跡出土遺物 (2)
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写真図版21 RA084(3)・ 085・ 086竪穴住居跡出土遺物
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写真図版22 RA087竪穴住居跡出土遺物 (1)



写真図版23 RA087竪穴住居跡出土遺物 (2)
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写真図版25 RA089・ 090竪穴住居跡、RE016住居状遺構出土遺物
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写真図版26 RD188・ 190土坑、RG138・ 139清跡出土遺物



写真図版27 遺構外出土遺物、RD190土坑出土銭貨
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